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まえがき 
 

 本資料は、令和３年度（2021年度）に私ども特別支援教育センター（以下「特セン」と

いう。）が発行した「特別支援学級担任のハンドブック（新訂版）」（以下「ハンドブック」

という。）の追補版です。 

令和４年４月、文部科学省は、「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について

（通知）」において、障がいのある児童生徒の自立と社会参加を見据え、一人一人の教育的

ニーズに最も的確に応えるために、個々の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に

応じた自立活動の指導の重要性を改めて示しました。 

また、北海道教育委員会が作成した令和５年度から９年度までを計画期間とする「特別支援

教育に関する基本方針（案）」においても、自立活動の指導に関する教育課程上の位置付けや、

教職員の専門性の向上が課題として示されており、特別支援学級等を担当する先生方は、児童

生徒の持てる力を高めるため、自立活動の指導に関する基本的な理解を深めるとともに、障が

いの状態等に応じた指導の実践を蓄積し、専門性の向上を図る必要があります。 

加えて、特センの研修講座の受講者を対象に実施したハンドブックについてのアンケー

トにおいて、自立活動の指導に関する研修ニーズが最も高く、自立活動の基本に関する解

説や実践の具体例を求める声が多く上げられるなど、学校現場においても緊要な課題であ

ると認識されていることが明らかとなっております。 

こうした社会の動向や先生方の研修ニーズを踏まえ、本道の特別支援学級や通級による

指導を担当する先生方が、自立活動の指導を充実させることができるよう、「特別支援学級

担任のハンドブック（追補版）」【自立活動編】を作成しました。 

本資料は、学習指導要領で示されている自立活動のポイントをＱ＆Ａ形式でまとめた「理

論編」と、特別支援学級等における実践事例を障がい種別に掲載した「実践編」、自立活動

の指導に関する資料等を掲載した「参考資料」で構成しました。 

理論編は、「自立活動の指導とは何ですか？」、「自立活動の内容（６区分27項目）は全て

取り扱うのですか？」をはじめ、「どのように指導目標と指導内容を設定するとよいです

か？」、「自立活動の指導と各教科等の指導は分けて考えるとよいですか？」など、自立活

動の指導に関わる基本的な内容について示しており、年間指導計画や個別の指導計画を作

成する際などの参考にしていただきたいと考えております。 

また、実践編は、道内の特別支援学級や通級による指導を担当されている先生方に御協

力いただき、各障がい種別の実際の指導事例を参考に、実態把握から指導目標や指導内容

を設定するまでの流れやポイントを対話形式で分かりやすく示すとともに、具体的な指導

例を掲載しておりますので、担当している児童生徒の指導内容を検討する際、参考にして

いただきたいと考えております。 

自立活動は、障がいのある児童生徒の教育において、教育課程上、重要な位置を占めて

いる指導領域です。 

本資料を特別支援学級等を担当される先生方のお手元に置いていただき、自立活動の目標

及び指導内容を検討する際や、日々、取り組んでいる自立活動の指導について振り返る際な

どに目を通していただき、目標や指導の在り方について確認するなど、児童生徒の自立と社

会参加につなげる指導・支援の充実を図るために御活用いただけましたら幸いです。 
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Ⅰ 理論編 

○ 自立活動の意義

学校教育においては、学校の教育活動全体を通じて、児童生徒の人間として調和の取れ

た育成を目指しています。しかし、障がいのある児童生徒は、日常生活や学習場面におい

て様々なつまずきや困難が生じるため、調和の取れた育成を支える基盤に着目した指導を

行う必要があります。それが自立活動の指導です。 

自立活動の指導とは何ですか？ 

 

 

 

詳しくはこちら  

Ａ小学校・第５学年（自閉症・情緒障がい特別支援学級の児童）の自立活動の指導例 

Ｑ１ 

 障がいのある児童生徒が、障がいによる学習

上又は生活上の困難を改善したり、克服したり

するための指導です。

Ａ１ 

●人との関わりへの自信と意欲を取り戻し、コミュニケーションの力を高めるために！

障がいによる学習上

又は生活上の困難 
自立活動の指導 困難の改善・克服 

表情や態度から相手の

状況や心情を読み取るこ

とが難しく、話し言葉

や文字のみを読み取っ

て判断したり、無意識

に相手を傷つけることを

言ってしまったりする

傾向がある。 

少人数の安心できるグループで、

人と関わる自信と意欲を育てなが

ら、話し合ったり、協力したりす

る課題に取り組む。 

また、一週間の出来事をシンボ

ルや簡単な絵などを手掛かりに聞

き取り、そのときの気持ちや状況

を教師と一緒に整理する。 

誘う、断る、励ます、

説明する、質問するな

ど、人と関わるために

必要なコミュニケーシ

ョンの仕方を知り、相

手の心情を考えて使用

することができるよう

になった。 
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Ⅰ 理論編 

 

 
 

 

○ 学習指導要領における位置付け 

特別支援学級の教育は、原則として小学校又は中学校の学習指導要領に基づいて行われ

ますが、障がいのない児童生徒に対する教育課程をそのまま適用することが必ずしも適当

でない場合があることから、児童生徒の実態に即した「特別の教育課程」を編成して教育

を行うことができます。 

特別の教育課程については、「小学校学習指導要領（平成29年告示）

解説総則編」のP108及び「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説総

則編」のP106に示されています。その中で、 

 

 

 

 

 

とされています。また、自立活動は、児童生徒一人一人に対して作

成する「個別の指導計画」に基づいて指導を行います。 

 

 

特別支援学級に在籍する全ての児童生徒 

に自立活動を取り入れるのですか？ 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

Ｑ２ 

 小学校及び中学校学習指導要領では、特別支

援学級に在籍する全ての児童生徒に自立活動を

取り入れることが定められています。 

Ａ２ 

小学校学習指導 

要領解説総則編 

中学校学習指導 

要領解説総則編 

特別支援学級担任の 

ハンドブック(新訂版) 

特別の教育課程については、特別支援学級担任のハン

ドブック（新訂版）の中でも解説をしていますので、併

せて御覧ください。 

※ P25「Ⅲ-５ 自立活動の指導とは」参照 

「障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため、特

別支援学校小学部・中学部学習指導要領第７章に示す自立活動を取り

入れること。」 
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Ⅰ 理論編 

 

 
 

 

○ ６区分 27項目 

１ 健康の保持 ２ 心理的な安定 ３ 人間関係の形成 

(1) 生活のリズムや生活習慣の

形成に関すること。 

(2) 病気の状態の理解と生活管

理に関すること。 

(3) 身体各部の状態の理解と養

護に関すること。 

(4) 障害の特性の理解と生活環

境の調整に関すること。 

(5) 健康状態の維持・改善に関

すること。 

(1) 情緒の安定に関すること。 

(2) 状況の理解と変化への対応

に関すること。 

(3) 障害による学習上又は生活

上の困難を改善・克服する

意欲に関すること。 

(1) 他者とのかかわりの基礎に

関すること。 

(2) 他者の意図や感情の理解に

関すること。 

(3) 自己の理解と行動の調整に

関すること。 

(4) 集団への参加の基礎に関す

ること。 

４ 環境の把握 ５ 身体の動き ６ コミュニケーション 

(1) 保有する感覚の活用に関す

ること。 

(2) 感覚や認知の特性についての

理解と対応に関すること。 

(3) 感覚の補助及び代行手段の

活用に関すること。 

(4) 感覚を総合的に活用した周囲

の状況についての把握と状況

に応じた行動に関すること。 

(5) 認知や行動の手掛かりとなる

概念の形成に関すること。 

(1) 姿勢と運動・動作の基本的

技能に関すること。 

(2) 姿勢保持と運動・動作の

補助的手段の活用に関す

ること。 

(3) 日常生活に必要な基本動作

に関すること。 

(4) 身体の移動能力に関する

こと。 

(5) 作業に必要な動作と円滑な

遂行に関すること。 

(1) コミュニケーションの基礎

的能力に関すること。 

(2) 言語の受容と表出に関する

こと。 

(3) 言語の形成と活用に関する

こと。 

(4) コミュニケーション手段の選

択と活用に関すること。 

(5) 状況に応じたコミュニケー

ションに関すること。 

 

自立活動にはどのような内容があるのですか？ 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

Ｑ３ 

 健康の保持、心理的な安定、人間関係の形

成、環境の把握、身体の動き、コミュニケーショ

ンの６つの区分と27の項目があります。 

Ａ３ 
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Ⅰ 理論編 

 

 

 

 

 

○ 自立活動の内容（６区分27項目）の考え方 

自立活動の内容（６区分27項目）は、具体的な「指導内容」の要素となるものです。し

たがって、一人一人の児童生徒に設定される具体的な指導内容は、実態把握を基に、６区

分27項目から必要な項目を選定し、それらを相互に関連付けて設定します。 

 

自立活動の内容（６区分27項目）は全

て取り扱うのですか？ 

 

 

 

 

 

 
 詳しくはこちら   

自立活動の指導内容を設定するまでの流れ 

●イメージ図 

 

 

 

 

●具体例（自閉症・情緒障がい特別支援学級の児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 

   

興味のある話を

繰り返すことに固

執してしまい、次

の活動への取組や

場面を切り替える

ことが難しい。 

興味のある話ができ

る時間帯や回数をあら

かじめ決めたり、自分

で予定表を書いて確か

めたりして、見通しを

持って落ち着いて取り

組めるよう指導する。 

４ 環境の把握 

(5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 

３ 人間関係の形成 

(3) 自己の理解と行動の調整に関すること。 

２ 心理的な安定 

(2) 状況の理解と変化への対応に関すること。 

 自立活動の内容（６区分27項目）は、各教科

等のようにその全てを取り扱うものではなく、

個々の児童生徒の実態に応じて必要な項目を選

定して取り扱います。 

Ａ４ 

内容（６区分 27項目） 実態を基に項目を選定し関連付ける 一人一人の指導内容を設定する 

 

指
導
す
べ
き
課
題
の
整
理 

 

指
導
目
標
の
設
定 

項
目
を
関
連
付
け
る 

実態把握 必要な項目の選定 具体的な指導内容の設定 
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Ⅰ 理論編 

 

 
 

 

○ 時間における指導と各教科等と関連して行う指導 

障がいのある児童生徒に生きる力を育むための重要な要素である自立活動の指導は、障

がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服し、自立し社会参加する資質を養うため、

特設された自立活動の時間はもちろん、各教科、道徳科、外国語活動（外国語科）、総合

的な学習の時間及び特別活動など学校の教育活動全体を通じて適切に行わなければなりま

せん。 

自立活動の指導は、学校の教育活動全体を通じて行うものであることから、自立活動の

時間における指導と各教科等における指導との密接な関連を保つことが必要です。 

各教科等の指導との関連については【Ｑ10】で詳しく説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動はいつ指導するのですか？ 

 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

Ｑ５ 

学校の教育活動全体を通じて指導する 

自立活動の

時間 

各教科等と関連して行う自立活動の指導 

各
教
科 

特
別
の
教
科 

道
徳 

外
国
語
科 

外
国
語
活
動 

特
別
活
動 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

各教科等における指導の中でも自立活動の指導を関連させることが大切です！ 

 自立活動の指導は、自立活動の時間はもと

より、学校の教育活動全体を通じて行います 

Ａ５ 

。 
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Ⅰ 理論編 

 

 

 
 

 

○ 自立活動の時間に充てる授業時数 

自立活動の時間に充てる授業時数は、個々の児童生徒の障がいの状態等に応じて設定すること

と定められています。なぜなら自立活動の指導は、個々の児童生徒の障がいの状態や特性及び心

身の発達段階等に即して行うものであるからです。 

 このため、各学校が個々の児童生徒の実態に応じた適切な指導を行うことができるよう、各学

年における自立活動に充てる授業時数については、一律に授業時数の標準としては示されていま

せん。ただし、時数が示されていないからといって自立活動の時間を確保しなくてもよいという

ことではなく、個々の児童生徒の実態に応じて、適切な授業時数を確保する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動の時間における指導の授業時 

数はどのように設定するのですか？ 

 

 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

Ｑ６ 

（例）自閉症・情緒障がい特別支援学級第６学年 
         

 月 火 水 木 金 

1 算数 国語 算数 国語 理科 

2 理科 社会 国語 社会 算数 

3 家庭 図画工作 社会 
体育 

国語 

4 家庭 / 体育 図画工作 / 音楽 外国語 音楽 

5 国語 
総合的な 
学習の時間 

特別活動 理科 自立活動 

6 道徳  算数 外国語 

 

 自立活動の時間に充てる授業時数は、児童生

徒の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階

等に応じて定めます。 

Ａ６ 

（例）知的障がい特別支援学級第６学年 
         

 月 火 水 木 金 

1 
日常生活の指導 

自立活動 

2 国語 算数 国語 算数 国語 

3 
生活単元学習 生活単元学習 生活単元学習 生活単元学習 

外国語 

4 音楽 

5 
総合的な 
学習の時間 

図画工作 外国語 
体育 

自立活動 

6 図画工作 / 体育  特別活動 

 

自立活動の時間における指導を週に１時間
設定するとともに、各教科等と関連して自立
活動の指導を行っている時間割の例 

自立活動の時間における指導を週に１時間
設定するとともに、毎朝継続的に自立活動の
指導を短時間設定している時間割の例 

上記の時間割は例であり、基準となるものではありません。児童生徒の障がい

の状態等に応じて、自立活動の時間における指導を設定することが大切です。 
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Ⅰ 理論編 

 

 

 

○ 自立活動と合理的配慮の関係 

下の図にあるように、小さい文字が見えにくい弱視の児童の場合、この児童がプリントの

文字が見えにくいという学習上の困難を主体的に改善・克服できるよう、弱視レンズを活用

するための力を養うことを目的に指導するのが自立活動であり、他の児童と平等に授業を受

けられることを目的に、教師が拡大したプリントを用意することが合理的配慮です。 

 

 

 

自立活動と合理的配慮は違うものですか？ 

 

 

 

 

 

 
 
詳しくはこちら   

Ｑ７ 

 自立活動と合理的配慮は、きめ細かな実態把握

が必要であることや、個に応じたものであること

など共通点がありますが、目的が異なります。 

Ａ７ 

小
さ
い
文
字
が
見
え
に
く
い
弱
視
の
児
童 

自立活動 

 弱視レンズを活用する

ための力を養うことを目

的に指導する。 

合理的配慮 

 他の児童と平等に授業

を受けられることを目的

に教師がプリントを拡大

する。 

学
習
上
の
困
難
が
改
善
さ
れ
る 
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Ⅰ 理論編 

 
 

 

○ 自立活動の指導目標や指導内容を設定するには 

指導目標の設定に当たっては、実態把握に基づいて、長期的な目標（学年等）と、短期

的な目標（学期や単元等）を設定します。その際、次の３点を考慮して優先順位を決めて

いきます。 

 

 

 

 

「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編」では、下の図にあるように、

実態把握から具体的な指導目標と指導内容を設定するまでの流れの例として「流れ図」が

示されていますので、参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

どのように指導目標と指導内容を設定するとよいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

Ｑ８ 

 実態把握から、課題を明確にして、指導目標

を立てます。そして、６区分27項目から項目を

関連付けて具体的な指導内容を設定します。 

Ａ８ 

「流れ図」の具体例は、【Ⅱ 実践編】において、障がい別に掲載してお

りますので御覧ください。 

項目を関連付ける。 

将来の生活に何が必要か 達成できる目標か 今、必要な指導か 

必要性 達成可能性 適時性 

実
態
把
握 

指
導
す
べ
き
課
題
の
整
理 

指
導
目
標
の
設
定 

６区分 27項目から必要な項目を選定する。 

具体的な指導内容を設定する。 

   ア        イ        ウ 

項目を関連付ける。 

 
健康の 
保持 

心理的な 
安定 

人間関係 
の形成 

環境の 
把握 

身体の 
動き 

コミュニ 
ケーション 
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Ⅰ 理論編 
 

○ 指導内容を設定する際の６つのポイント 

「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編」において、自立活動の指導内

容を設定する際の配慮事項として、次の６点が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 児童生徒が、興味を持って主体的に取り組み、成就感を

味わうとともに自己を肯定的に捉えること。 

② 児童生徒が、障害による学習上又は生活上の困難を 

改善・克服しようとする意欲を高めること。 

 

③ 個々の児童生徒が、発達の遅れている側面を補うために、

発達の進んでいる面を更に伸ばすこと。 

④ 個々の児童生徒が、活動しやすいように自ら環境を整える

ことや、必要に応じて周囲の人に支援を求めること。 

⑤ 個々の児童生徒に対し、自己選択・自己決定する機会

を設け、思考・判断・表現する力を高めること。 

⑥ 個々の児童生徒が、自立活動を学ぶ意味について、将来の

自立や社会参加との関係で理解し取り組むこと。 

自立活動を学ぶことの意味について理解し、取り組めるような配慮の例 

６ コミュニケーション 
(1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

発声や指差し、身振りやしぐ

さなどをコミュニケーション手

段として適切に活用する。 

様々な人と関わる際に、相手に意思や感情などを

伝えるための基盤となる力であることに気付く。 

自立活動を学ぶことの意味に自ら気付き、目的意識を持って、主体的に学習に

取り組めるようにしていくことは、児童生徒の自立活動に対する学習に取り組む

力を高め、将来の自立と社会参加を実現する上で非常に重要です。 

こうやったら伝わるんだ！ 

伝え方を学ぶことが大事なんだ！ 
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Ⅰ 理論編 

 

 

 

 

○ 実態把握の方法と収集する情報の内容例 

児童生徒の障がいの状態は、一人一人異なっているため、個々の自立活動の指導内容を

具体的に設定するためには、的確な実態把握に基づき、指導することが望ましい課題を明

確にすることが大切です。以下は、実態把握の方法と収集する情報の内容例です。 

 

実態把握のポイントは何ですか？ 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

 

Ｑ９ 

 障がいの状態、発達や経験の程度、興味・関

心、生活や学習の環境などを把握しますが、困

難さだけに目を向けるのではなく、長所や得意

としていることも把握することが大切です。 

Ａ９ 

情報収集では、困難さばかりに目を向けるのではなく、学習や生活の中

で見られる長所やよさ、得意としていることの把握も大切です。 

直接的な把握 保護者等からの聞き取り

心理学・医学的な立場からの情報収集 関係機関からの情報収集

病気等の有無や状態、成育歴、基本的な生活習慣、人や物との関わり 

心理的な安定の状態、コミュニケーションの状態、対人関係や社会性の発達 

身体機能、視機能、聴覚機能、知的発達や身体発育の状態 

興味・関心、障がいの理解に関すること、学習上の配慮事項や学力 

特別な施設・設備や補助用具の必要性、進路、家庭や地域の環境 など 

的確な実態把握に基づく「個別の指導計画」の作成 

10



Ⅰ 理論編 

 

 

 

○ 流れ図における実態把握のポイント 

【Ｑ８】で説明した「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編」の「流れ

図」では、実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの例が示されています。 

自立活動の指導は、障がい名のみに頼って特定の指導内容に偏ることがないよう、対象

となる児童生徒の全体像を把握することが重要です。その際、６区分27項目の内容を踏ま

えて整理することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教育的ニーズを整理するために 

 一人一人に適切な指導や支援を行うためには「教育的ニー

ズ」の把握が欠かせません。 

令和３年６月に文部科学省が発行した「障害のある子供の

教育支援の手引」では、障がいのある子供の「教育的ニーズ」

を整理するための考え方や観点が、障がいの状態等に応じて

具体的に示されています。 

障がいの特性の理解はもちろん、自立活動の指導の充実を

図る上で参考になります。 

実態を多面的に捉えるために！～自閉症・情緒障がい特別支援学級のＡさんの例～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康の
保持 

心理的
な安定 

人間関係
の形成 

環境の
把握 

身体の
動き 

コミュニケ 
ーション 

      

 

実態把握は、偏った見方にならないよう、複数の先生方で行うようにし

ます。そうすることで、設定した指導目標や指導内容がより客観的で適切

なものになります。 

「障害のある子供の教育支援の手引」 

文部科学省（令和３年） 

収集した情報を単純に振り分けるだけ
ではなく、 

６区分27項目の解説を踏まえて整理
する。 

 

例えば、「３ 人間関係の形成」の

「(2) 他者の意図や感情の理解に関

すること」の項目を踏まえると、Ａ

さんに見られる様子はありますか？ 

 

 

障がいの特性から、コミュニケー

ションや心理的な安定に課題が多く

見られるけど、それだけで指導内容

を考えてよいのかな･･･ 

その項目を踏まえると、Ａさんは

相手の思いや感情の読み取りが十分

でない様子が見られます。 

なるほど！そのように実態を把握

して整理していくとよいのですね。 

 
Ａさんに関する様々な情報を

収集できたので、自立活動の６

区分で整理しよう。 

児童生徒の全体像を把握する 

11
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Ⅰ 理論編 

 

 

 

 

○ 自立活動の指導と各教科等との関連 

障がいによって、各教科等の内容がうまく学べないと、教科のねらいを達成したり調和的

な発達を遂げたりすることができません。各教科等を学ぶ際に、障がいによってうまく学べ

ない点にアプローチし、児童生徒の「学び」を支える役割を担っているのが自立活動です。 

 

自立活動の指導と各教科等の指導は 

分けて考えるとよいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

【国語科】における自立活動との関連の例 

Ｑ10 

 自立活動は、各教科等において育まれる資

質・能力を支える役割があるため、各教科等の

指導と密接な関連を保ちなが 

ら指導することが重要です。 

Ａ10 

各教科等の中で自立活動の指導を行う場合は、その教科の目標を

逸脱しないようにすることが大切です。 

例えば、上記の国語科は、「Ａ 話すこと・聞くこと」のねらい

の達成を目指した授業ですが、児童の困難さのみに着目して、発音

等の指導に終始してしまわないよう、学習内容等を工夫し、授業の

ねらいに迫る必要があります。 

互いの話に関心を持ち、相手の発言を

受けて話をつなぐこと。 

言語障がい 

特別支援学級

の児童 

・発音が明瞭でない。 

・正しい発音と自分の発音との違いを区

別することが難しい。 

ね
ら
い 

困
難
さ 

「コミュニケーション 

(2) 言語の受容と表出に

関すること。」などに関す

る指導内容 

自立活動 

●国語科 小学校第１学年及び第２学年 

改善・克服 

目標達成 

【各教科等と自立活動との関連についてのイメージ図】 
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Ⅰ 理論編 

 

 
 

 

○ 指導方法の創意工夫 

自立活動の指導の効果を高めるためには、児童生徒が積極的な態度で意欲的な学習活動を

展開する必要があります。そのために、次の２点を意識することが大切です。 

 
 

 

 

 

○ 専門の医師等との連携協力 

児童生徒にとって最も適切な指導を行うために、児童生徒が利用する医療機関の理学療法士

等や、地域の特別支援学校の特別支援教育コーディネーター等、その他の外部の専門家と積極

的に連携するなど、必要に応じて外部の専門家の助言や知見などを指導に生かすことが大切な

場合もあります。 

例えば、内臓や筋の疾患がある児童生徒の「運動の内容や量」、脱臼や変形がある児童生徒

の「姿勢や動作」、視覚障がいのある児童生徒の「眼鏡等の調整や調光の必要性」、聴覚障がい

のある児童生徒の「補聴器や人工内耳の調整」などについて、学校での指導に生かすため、外

部の専門家から指導・助言を得ることなどが考えられます。 

自立活動の指導を充実させるためには 

どのような工夫が必要ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

① 特定の指導方法を全ての児童生徒に機械的に当てはめるのではなく、

個々の児童生徒の実態に応じた指導方法を創意工夫すること。 

Ｑ11 

 全教師の協力の下、個々の実態に応じた具体

的な指導方法を創意工夫することや、必要に応

じて専門の医師及びその他の専門家の指導・助

言を求めることが大切です。 

Ａ11 

② 児童生徒が興味や関心を持って主体的に取り組み、成就感を味わう

ことのできるような指導方法を工夫すること。 
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○ 達成状況を具体的に捉える 

指導の結果や児童生徒の学習状況の評価を行う際には、指導目標を設定する段階で、児

童生徒の実態に即した達成状況を捉えるための観点を具体的にすることが重要です。 

例えば、「どの場面で、何を、どのような方法で理解できるようにするか。」ということを

明らかにしておくことなどです。 

 

○ 指導と評価は一体 

評価は児童生徒の学習評価であるとともに、教師の指導に対する評価でもあることから、

児童生徒が目標達成に近づいているかなど、児童生徒の学習状況を評価し、指導の改善に

日頃から取り組むことが重要です。また、児童生徒の学習状況や指導の結果に基づいて、

自立活動の指導の計画について、適宜修正を図る必要があります。 

 

 

 

 

自立活動の評価はどのようにするとよいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 
 
詳しくはこちら   

自己評価の工夫例 

 

 

 

 

Ｑ12 

 実際の指導が個々の児童生徒の指導目標（ね

らい）に照らしてどのように行われ、児童生徒

がその指導目標（ねらい）の実現に向けてどの

ように変容しているかを明らかにすることが大

切です。 

Ａ12 

 自立活動の時間においても、学習前、学習中、学習後などに、児

童生徒の実態に応じて、自己評価を取り入れることが大切です。 

指導の前と後の様子を動画で撮影し、本人が確
認できるようにすることなどにより、自己や他者
の変化に気付き、よりふさわしい応対の方法等を
考えるなどの指導につなげられます。 

14



MEMO 

 

  



北海道立特別支援教育センター 

 

 特別支援学級担任のハンドブック（追補版）【自立活動編】 
 

 Ⅱ 実践編 
 



Ⅱ 実践編 

■実践事例１ 【視覚障がい】小学校・第４学年（Ａさん）

１ 指導内容を設定するまで

 

視覚障がいにより文字などの読み取りに時間が掛かったり、相手の表情が見えにく

く他者とのやり取りに困難さが見られたりする児童に対し、自ら学習環境を整えると

ともに、視覚補助具を効果的に活用することを目指した自立活動の指導

Ａさんは、小学校第１学年から弱視特別支援学級に在籍しています。

眼鏡を掛けていますが、相手の表情が見えにくいようで、他者との関

わりが消極的になってしまうことがあります。 

Ａさんの視覚障がいの状態について、眼科医から眼の疾患や視力

などに関する情報を聞いていますか。 

体育では、ドッジボールを使用し、対面でのキャッチボールはでき

ますが、ゲームにおいて予測できない方向から飛んでくるボールの動

きを捉えることは難しい場合があります。 

視覚補助具の必要性や活用状況を把握していますね。 

生活面やコミュニケーション面はどうですか。 

 Ａさんは初めて行く場所や不慣れな場所で、慎重に行動する様子が

見られます。係活動では、自分の役割を把握し、進んで行動できます

が、グループで話し合う場面では、自分から話し出すことが苦手です。 

 Ａさんは、先天性白内障で、幼少の頃に水晶体を取り除く手術を受

けています。眼鏡で矯正した視力は、右0.4、左0.3程度です。また、

眼球振とうがあり、見えにくさが増すことがあると聞いています。 

医学的な立場からの情報を収集していますね。 

では、運動面について聞かせてください。 

学級担任 

しかし、通常の学級で学ぶ際には、周囲の友達から見られること

を気にして単眼鏡やルーペの使用をためらうことがあります。 

特セン所員 

教師と一対一で学習する際には、単眼鏡やルーペを使用したり、

タブレット端末を活用し、撮影したものを手元でじっくり確認した

りしています。

Ａさんは、視覚補助具を活用していますか。 

実態把握 
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Ⅱ 実践編 

 Ａさんが単眼鏡やルーペなどの視覚補助具を効果的に活用する

ことで、より学習や生活がしやすくなることを実感できるような指

導内容を考えたいと思います。 

 自ら学習環境を整え、学習場面に応じて視覚補助具を効果的に活用

できる力を身に付け、交流及び共同学習に主体的に参加できるよう

になってほしいです。 

 自立活動の６区分27項目の中で、視覚補助具の活用に関する指導

目標を達成するために必要な項目は何ですか。 

 自分の障がいにどのような特性があるか理解して、より学習や生

活をしやすい環境にしていくことが必要なので、「健康の保持(4)」

を中心に、「環境の把握(3)」などと関連付けたいと思います。 

 教科書の文字や表を読み取るのに時間が掛かったり、漢字の構成の

誤りが見られたりします。 

 他者との関わりは、相手の表情やその場の状況の変化が分からない

ため、消極的な様子が見られます。 

それらの課題を解決するために、Ａさんは学習面においてどのよ

うな力を身に付けるとよいですか。 

 これらの指導と併せて、授業前に視覚補助具の配置などを確認でき

るようなチェックリストをＡさんと一緒に作成したいと思います。 

Ａさん自身が視覚補助具の効果を実感することは大切ですね。

そのために、どのような指導内容が考えられますか。 

 Ａさんの興味や関心のある植物などを題材に、ルーペを活用して

図鑑から情報を読み取ることや、単眼鏡を活用して画像から目的の

ものを探し出す活動や板書するなどの指導内容を考えています。 

興味を持って主体的に取り組むことができる指導内容ですね。 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 
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Ⅱ 実践編 

２ 指導内容等の整理 

 

Ａさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は15ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
自己の視覚
障がいの状
態について
概ね把握し
ている。 

通常の学級
で学ぶ際に
は、視覚補助
具を使用す
ることをた
めらう。 

交流の場で
自分から話
し出すこと
を苦手とし
ている。 

小さな文字
や漢字を細
部まで確認
することが
難しい。 

 話合い活動
などで、自分
から話し掛
けることが
少ない。 

係活動など、
自分の役割
を把握し進
んで行動で
きる。 

自分で視覚
補助具を管
理すること
ができる。 

相手の表情
が分からず、
話すタイミ
ングを図る
のが難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての 

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な 

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作 

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

・視覚補助具を使用しやすいように準備するなど、自ら学習環境を整える習慣

を身に付ける。 

・単眼鏡やルーペを活用し、文字や数字などを正しく捉える。 

・必要に応じて、友達や周りにいる人に自分から話し掛ける。 

・読字では、教科書や本などに書かれた文字や表、グラフを読み取るのに時間

が掛かることから、視覚補助具の適切な使い方を身に付ける必要がある。 

・書字では、漢字の線や点の過不足や構成部分の誤りが見られることから、視

覚補助具を活用し、漢字の構成等を正しく捉えるよう促す必要がある。 

・話合い活動などの場面で自分から話し出すことが少なく、友達に促されて話

すことが多いため、気持ちを伝える練習や場面を設ける必要がある。 

【健(4)、環(3)】 【人(1)、コ(5)】 

① 授業準備確認表に基づき、自ら学

習環境を整えられるようにする。 

② ルーペを活用し、図鑑の文字やグ

ラフ、表などから情報を読み取る。 

③ 単眼鏡を活用し、モニターに表示

した絵や数字などを素早く探し出

す。 

④ 言葉に表れない感情の変化を声の

トーン、身振り、表情の変化を通して

気付く。 

⑤ 他者への質問方法について、ロー

ルプレイを通して学ぶ。 

⑥ 他者と関わる際に、成功経験を多

く積めるようにする。 

 ※赤枠内の下線部に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

課
題
の
整
理 

実
態
把
握 

 
項
目
の
選
定 

指
導
内
容
の
設
定 

 

情
報
収
集 
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Ⅱ 実践編 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容②に関する指導 

〇 ルーペを活用し、図鑑の文字やグラフ、表などから情報を読み取る。 

・Ａさんが、興味や関心のある植物 

 図鑑で季節の花を調べる。 

・書見台を活用することで、視距離 

 が近くなっても、紙面に一定程度 

 の明るさを確保できるようにする。 

・ルーペの操作に慣れた段階で、利 

 き手と反対の手で操作する意義に 

 ついて指導する。 

 

◇ 指導内容③に関する指導 

〇 単眼鏡を活用し、モニターに表示し 

 た絵や数字などを素早く探し出す。 

・５ｍ先に設置したモニターに画像を 

 表示し、指示した絵や数字などを素 

 早く探し出す活動や、黒板に書いた文 

字を素早く転写する活動を取り入れる。 

 

【指導の記録】［○…成果 ▲…課題］ 

(1) 児童の変容 
○ 単眼鏡やルーペを活用することで、自分が見たいものを自分の力で見ることがで

きるようになり、学習への意欲が高まった。 

(2) 指導の評価・改善 

○ Ａさんの興味や関心から視覚補助具を活用する活動内容を考え、主体的に活用す

る指導につながった。 

▲ 自ら適切に視覚補助具を使い分けたり、必要に応じて支援を依頼したりすること

が課題であることから、視覚補助具の必要性を理解し、自ら学習環境を整えるとと

もに、他者と関わろうとする態度を育むために、成功経験を多く積むことができる

場面の設定が必要である。 

【指導のポイント】 
○ 視力及び視機能の状態を的確に把握すること。 

 ・視力や視機能の状態に応じて、適切な視覚補助具を選定すること。 

 ・視覚障がい特別支援学校と連携して視覚補助具を選定すること。 

○ 単眼鏡やルーペは、日常的に活用できるよう工夫すること。 

 ・いつでも携行することで、児童が必要に応じて使用できるようにすること。 

 ・書き写しをスムーズに行うために、視覚補助具は、利き手と反対の手で使用すること。 

○ 自立活動で学んだことを日常生活の中で活用すること。 

 ・身に付けた技術を交流及び共同学習等で活用すること。 

 ・練習することが目的にならないように、学んだことを日々の生活で活用すること。 

 

 主体的に取り組む
指導内容 

 自ら環境を整える
指導内容 

 自立活動を学ぶこ
との意義について考
えられるような指導
内容 

【ルーペを活用する指導の様子】 

【単眼鏡を活用する指導の様子】 
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Ⅱ 実践編 

■実践事例２ 【聴覚障がい】小学校・第６学年（Ｂさん） 

 

１ 指導内容を設定するまで 

 
 

   

相手と関わることに消極的になってしまう児童に対し、語句や文、文章の理解と活用を

図りながら、コミュニケーションへの意欲を高めることを目指した自立活動の指導 

 
Ｂさんは中等度難聴で、両耳に補聴器を装用しており、必要に

応じてＦＭ補聴システムなどの補聴援助機器を活用しています。 

聴覚障がいの状態や現在使用中の補装具等について把握して

いますね。聴覚活用の状況や言語の発達の程度については、どう

でしょうか。 

他者と関わりたい気持ちはあるようですが、自分の気持ちや考えを

うまく表現できなかったり、相手の話の内容が分からなくても聞けな

かったりするなど、他者と関わることに不安があるようです。 

心理的な安定や、人間関係の形成、環境の把握やコミュニケー

ションの区分から実態を整理して、課題や目標を設定する必要が

ありますね。 

自分の意見を相手に伝えたり、相手の話している内容を理解し

たりすることに課題が見られそうですね。 

他者との関わりについてはどうですか。 

補聴器の装用開始時期が遅かったことから、就学時には言語発

達の遅れを指摘されました。生活年齢に比べ、身の回りの生活や

学習に関連する基礎的な言葉の理解については不足気味です。 

保護者から生育歴や家庭生活の状況を聞いて実態を把握して

いますね。 

では、言葉による表出についてはどうですか。 

肺活量の不足による声量の小ささや、聞こえにくさがあること

に伴う発音の不明瞭さが見られることから、慣れない相手の場合

には、伝わりにくいことがあるようです。 

学級担任 

特セン所員 

実態把握 
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Ⅱ 実践編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉の調べ方や適切な表現の仕方を学ぶ指導ですね。 

分からない言葉は、各教科の指導と関連させ、タブレット端末を

活用して絵文字カードにまとめる中で、言葉の意味や用法を確認

し、調べた言葉を用いて文で表現する活動に取り組みます。 

 また、言葉を使って表現するゲームを取り入れ、楽しんで活動

に取り組む中で自己表現したり、相手の表現を受容したりする経

験を重ねられるようにしたいと考えます。 

Ｂさんは、言葉の意味理解が曖昧で、文で表現することも苦手

なため、自分の気持ちを伝えることや相手とやり取りすることが

難しくなっているのではないかと考えています。 

語句や文、文章の意味理解など、言語概念の形成や活用に関す

る指導に取り組む必要がありそうですね。 

 Ｂさんがこれまで以上に、自分に自信を持って他者とのやり取

りができるようになってほしいと考えています。 

Ｂさんの指導目標を達成するためには、６区分27項目の中からどの

項目を関連付けるとよいでしょうか。 

 言語を受容し、表出することができるようになるため、「コミュ

ニケーション(2)」を中心に、「人間関係の形成(4)」などと関連付

け、集団でのやり取りを生かした指導内容を考えたいと思います。 

 交流及び共同学習に取り組む中で、実際に友達などとコミュニ
ケーションをとる場面を設定するほか、会話や聞き取りが難しか
った場面について確認し、具体的な対応方法などをＢさんと一緒
に検討するようにします。 

実際の学校生活の中で、自立活動の成果を発揮する場面は、ど

のように設定しますか。 

 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 
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Ⅱ 実践編 

２ 指導内容等の整理 

 

Ｂさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は19ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
中等度の難

聴があり、補

聴器を活用

しているが、

会話の内容

を聞き漏ら

す場面も時

折見られる。 

相手とのコ

ミュニケー

ションに消

極的になって

しまう様子が

見られる。 

相手の会話

の内容を捉

えきれない

場面が見ら

れる。 

相手の意図

や話の展開

を推測しな

がら話しを

することが

苦手である。 

肺活量の不

足による声

量の小ささ

や聞こえに

くさに伴う

発音の不明

瞭さが見ら

れる。 

言葉の意味

理解の不足

や、自己表現

など言葉を

活用したや

り取りに課

題がある。 
他者と関わ

りたい気持

ちがある。 自分から挨

拶ができる。 

 

    

 

    

 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての  

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な 

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作 

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

【人(2)、コ(3)】 【人(4)、環(4)、コ(1)(2)(3)】 【健(4)、心(3)、人(4)、コ(2)】 

① 語句や文、文章の意

味理解など、言語概念

の形成や活用を図る。 

② 言葉を使って表現す

るゲーム等に取り組み

ながら、自己表現した

り他者の話を理解した

りする。 

③ 交流及び共同学習を

活用し、集団の中でや

り取りをする際の具体

的な対応方法を身に付

ける。 

・聞き取りの困難さに伴う言語理解の不足が見られ、他者とのやり取りに消極

的になってしまう様子が見られる。 

・言語概念の形成や活用に取り組みながら、自分の思いや考えを言葉にして表

現できるよう指導する必要がある。 

・自分の思いや考えを相手に分かりやすく伝える。 

・日常的に学習や生活で用いる語句の意味を理解する。 

※赤枠に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

情
報
収
集 

実
態
把
握 

課
題
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項
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定 
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Ⅱ 実践編 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容②に関する指導 

・言葉のやり取りを楽しむゲーム等を活用しながら、自分の考えや思いを言葉にして

相手に伝えたり、相手の話を受聴し、気持ちや考えを推察したりするための指導。 

○ 「こころかるた」を活用した自立活動の時間における指導例 

 

 

 

 

 
【「こころかるた（UNGAME アンゲームポケット版）」株式会社クリエーションアカデミー】 

【指導の流れ】 

(1) 教師と児童で「話し手」と「聴き手」の順番を決める。 

(2) ルールに沿ってゲームを実施する。（当該児童と教師が一対一で実施する場合） 

 

 

 

 

 

 

※ ３名以上で実施する場合 

 

 

 

 

  

「こころかるた」の基本的なルール 

・「話し手」と「聴き手」に分かれる。 

・「話し手」はカードを引き、内容を読み上げた

後、そのことについて気持ちのままに、話せ

る範囲で話す。 

・「聴き手」は話を聞きながら、質問したいこと

などを書き留めておく。 

☆児童が「話し手」のとき 

・音声のほかに身振りなども使い、自

分の言葉で説明できるようにする。 

・説明に関連する内容について質問

し、話題を広げるようにする。 

☆児童が「聴き手」のとき 

・ＦＭ補聴器などを装用しながら、相

手を注視して話を聞くようにする。 

・話の内容に興味を持ち、気持ちや考

えを想像しながら聞くようにする。 

☆指導内容③につなげるために 

・少人数の活動の中で、周囲の状況や相手の気持ち、話の展開を推察する。 

・聞こえにくくなる状況や場面に対応するための方略を検討する。 

【指導のポイント】 
○ 児童が教師又は友達同士と温かなコミュニケーションをとる力を育むことができ

るよう、楽しい雰囲気の中で言葉などでのやり取りを行えるようにすること。 

○ ゲームを実施する中で、児童が自然と自分の考えや思いを言葉で表すことができる

ように、適切な言語表出や傾聴態度などについて事前に伝えておくようにすること。 

【指導の記録】［○…成果 ▲…課題］ 

(1) 児童の変容 

○ 考えや気持ちを自分の言葉で表現し、教師や友達同士で理解し合う経験を積み重

ねることで、自信を持って他者とのやり取りができるようになった。 

(2) 指導の評価・改善 

○ 指導内容①や③と関連させながら、自立活動の時間における指導として実施する

ことで、他の場面での友達とのやり取りが増えた。 

▲ 目的を踏まえずにゲームをしてしまうことや、反対に指導的な関わりが中心とな

ってしまうことがないよう、教材を選定する上での意図を明確にするとともに、児

童がコミュニケーションを楽しむことを忘れないように指導に当たる必要がある。 
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Ⅱ 実践編 

■実践事例３ 【知的障がい】小学校・第２学年（Ｃさん） 

 

１ 指導内容を設定するまで 

 

 

日常生活動作の獲得や主体的な生活の実現に向け、小集団を構成しながら手指機能

を高めることを目指した自立活動の指導 

 

Ｃさんは、知的障がいがあり、小学校第１学年から特別支援学

級に在籍しています。学習した内容の定着に時間は掛かります

が、一度身に付けたことは習慣化できるよさがあります。 

先生が一緒に学習したり、遊んだりする中で、Ｃさんのよさや

困難さを把握している点がすばらしいですね。 

周囲から遅れてしまうというのはどのような状況ですか？ 

課題だけではなく、良い点にも着目することは大切ですね。 

では、コミュニケーションの様子はどうでしょうか？ 

人と関わることが好きで友達と仲良くできますが、集団活動で

は、周囲からやや遅れて行動してしまうことが多いです。 

Ｃさんは、給食当番や授業の片付けの際に周囲から遅れてしまう

ことが多いです。また、日常的に支援を受ける場面が多いためか、

自分から行動することが少ないことが課題となっています。 

実態に応じて指導を工夫している点がすばらしいですね。 

対人関係や身体の動きはどうですか？ 

なるほど。主体的に取り組む意欲がＣさんの指導のポイントに

なりそうですね。では、続いてＣさんの困難さの背景にあること

について考えてみましょう。 

言葉の発達に遅れがあり、表現が乏しいものの、気持ちや考えを

自分から伝えることができます。また、視覚的な情報を用いたりか

み砕いて説明したりすれば理解することができます。 

学級担任 

特セン所員 

運動面は、体を動かすことが好きですが、やや体の動かし方が

ぎこちないことが気になります。そういえば、着替えの時にボタ

ンの着脱に時間が掛かっていました。 

実態把握 
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Ⅱ 実践編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手指の巧緻性が中心的な課題なので、「身体の動き(3)(5)」が主た

る区分に当たると考えます。 

なるほど。では、週に１回、集団で行う自立活動を設定し、個

別の指導で身に付けたことを発揮したり、楽しみながら個々の力

を高めたりできるよう工夫してみます。 

 

確かに自立活動は、個別で指導することが多いですが、指導目標を

達成する上で効果的な場合は、集団で指導することも考えられます。 

なるほど。自立活動の指導で手指の巧緻性を高めることで、Ｃ

さんの主体性を高め、自信につなげることができそうですね。 

給食当番に遅れるのは、ひもを結んだり、エプロンをするのに時間

が掛かったりしているからだと思います。図工もはさみを使うことな

どが苦手なので、手先の不器用さが背景にあるのではないでしょうか。 

意欲的に改善・克服する指導は大切なポイントです。 

そうですね。指導目標を達成するためには、課題相互の関連を

検討し、必要な項目を選定して指導することが大切です。 

身に付けたことが生活で生かせるように、生活で使うスキルと

関連させて巧緻性を高める課題を設定したいと考えますが、学級

の中には同じように手指の巧緻性を課題としている児童もいます。 

Ｃさんの特徴から、一人で取り組むよりも友達と一緒の方が意

欲的に取り組めることが多いので、小集団で行いたいのですが、

自立活動を集団で行ってもよいのでしょうか。 

また、自信が持てず、主体的な行動が課題となっているので、「心

理的な安定(3)」や「人間関係の形成(3)」を関連付けて、達成感を

感じながら自信を持てるよう指導をしていきたいです。 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 
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Ⅱ 実践編 

２ 指導内容等の整理 

 

Ｃさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は23ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
生活のリズム
が安定してお
り、身に付け
た習慣は、し
っかりと継続
できる。 

活動への意
欲が持てな
いと無気力
になってし
まうことが
多いが、仲の
良い友達と
一緒だと意
欲的に取り
組むことが
できる。 

自分に自信
が持てず、初
めての活動
や苦手な活
動では周囲
を頼ろうと
することが
多い。 

場面を見て
状況を理解
することや
自分で考え
て行動する
ことが苦手
である。 

体を動かす
活動を好む。 

表現に幼さ
があるが、自
分の気持ち
を伝えるこ
とができる。 

手先を使っ
た細かな活
動 が 苦 手
で、ひもや
エプロンを
結ぶことが
難しい。 

日常的な言
葉は理解し
てやり取り
することが
できる。 

自分の係を
理解してい
るが、取組
に時間が掛
かる。 

 

    

 

    

 

 

 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての  

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な 

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作 

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

【心(3)、身(3)(5)、人(3)】 【心(3)、環(4)、人(4)】 【心(3)、コ(5)】 

① 意欲的に取り組める
環境の中で、手指機能
を高める課題に継続し
て取り組む。 

② 取組の成果を見える
形で表すことにより、
達成感を得る。 

③ 友達の取り組む様子
を見て学んだり、周囲
の状況を見て空いてい
るブースを選択したり
する。 

④ 分からない時や教え
てほしい時に、自ら「教
えてください」や「お願
いします」と伝える。 

・手指の巧緻性の困難さにより、取組に時間が掛かったり、係活動をやり遂げ
られなかったりすることが、本児童の自信のなさにつながっていることから
手指機能の向上を図る必要がある。 

・活動に意欲が持てないと取組の継続が難しくなるため、意欲的に取り組める
活動を設定し、達成感を味わうことができるようにしていく必要がある。 

・結ぶ、つまむ、めくる、回すなど、日常生活の技能に必要となる手指の巧緻

性を高める。 

課
題
の
整
理 

※赤枠に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

実
態
把
握 

 

項
目
の
選
定 

指
導
内
容
の
設
定 

情
報
収
集 
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Ⅱ 実践編 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容①②に関する指導 

 

 

(1) 様々な課題を会社や工場に見立てたブ 
 ースを複数設定する。 
(2) 各ブ―スの課題は個別の指導計画の目 
 標に応じて設定する。 

※これまでの課題の例：帳合い、パソコン入力、トランプめくり 等 
(3) 各課題は、児童の実態に応じて難易度 
 を複数設定する。 
(4) 各児童はブースを回り、教師の指示を 
 聞いて各課題に取り組む。 

(5) 達成状況に応じて対価が与えられ、２ 
 か月に一回、学級で買い物ができる。 
 
 

 

 

  

 

【指導のポイント】 
○ 小集団の指導を効果的に取り入れ、友達の取組から学んだり、学習上・生活上の困

難さを改善する意欲を高めたりすること。 

〇 課題を細分化し、段階的に指導することにより、児童の成功経験を豊富にするとと

もに、成果を可視化することにより達成感を持てるようにすること。 

○ 各教科等の指導や実際の生活場面と関連を図り、学んだことや身に付けたことが

実際の生活に生かされるようにすること。 

【指導の記録】［○…成果 ▲…課題］ 
(1) 児童の変容 
○ 継続して意欲的に取り組んだ結果、はちまきやエプロンを後ろ手で結ぶことがで
きるようになり、集団活動に遅れずに参加したり、給食当番に間に合うようになっ
たりした。自分でできることが増えたことで自信を持って行動できる場面が増えた。 

(2) 指導の評価・改善 
▲ できるようになったことを保護者と共有し、家庭においても身に付けた力を発揮
する場を設定してもらうなどして、生活場面においても自信を持って取り組もうと
する意欲を高めることが今後の課題である。 

黒板 

 【ブース１「ひも結び会社」】  【 】

 【ブース３「豆つかみ会社」】  【ブース４「組み立て会社」】 

学級全体で取り組む自立活動の指導 

対価 お仕事頑張りシート 

 

空いているブースを判断して並んだり、丁寧な言

葉遣いでやり取りしたりするなど、C さんが自己選

択・自己決定したり、コミュニケーション力を高め

られる場面を意図的に設定する。 
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Ⅱ 実践編 

■実践事例４ 【肢体不自由】小学校・第３学年（Ｄさん） 

 

１ 指導内容を設定するまで 

 

 

脳性まひのある児童に対し、身体の動きとコミュニケーションの力を高めることを

目指した自立活動の指導 

 

Ｄさんは、脳性まひがあり、日常生活において、運動・姿勢保

持の困難があります。移動は、車椅子で自走することや、歩行器

を使用してゆっくり歩行することができます。 

主治医から、「Ｄさんは、下肢に筋緊張があり、特に足首から股

関節にかけての筋緊張が強いため、足首をほぐすために、歩行器

による定期的な歩行運動が必要です。」と助言を受けています。 

Ｄさんにとって身近な大人である私や保護者の方には、要求や

興味があることを話すことができますが、慣れていない相手や場

所では、緊張から声を出すことができない様子が見られます。 

理学療法士や作業療法士と、身体の動きに関する情報を共有し

ておくと参考になるかもしれませんね。 

それでは、コミュニケーションの様子についてはどうですか。 

Ｄさんが歩行する際の下肢の動きに関して、医療機関から情報

はありますか。 

学級担任 

特セン所員 

Ｄさんは家庭では、自分から積極的に話をするようです。 

保護者からの情報はとても参考になります。肢体不自由のある

児童の実態把握は、身体の動きだけでなく、日常生活の様子など

も、本人や保護者と丁寧にやり取りをすることが大切です。 

肢体不自由のある児童生徒は、言語や上肢の障がいにより自己

表現全般に困難さが見られることもあり、場面によっては緊張に

よる不随意運動から発声・発語が難しくなる場合も見受けられます。  

実態把握 

27



Ⅱ 実践編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体の動きだけではなくコミュニケーションなど、肢体不自由によ

る学習上や生活上の困難に関わる項目を選定することが大切ですね。 

Ｄさんが目的や活動内容に見通しを持てるようにすることで主

体的に取り組めるように指導内容を工夫することが大切ですね。 

 「身体の動き(4)(5)」の内容を中心に、生活場面において周囲

と円滑なコミュニケーションができるよう、「コミュニケーショ

ン(4)」などの項目と関連付けて指導したいと考えます。 

 Ｄさんに定期的な運動を促すことができる活動を設定したいと

思います。Ｄさんが、目的意識を持ち、意欲的に取り組める活動

として、給食の時間に使う道具を運ぶ係活動を考えました。 

慣れていない教師がいることを想定して、Ｄさんから伝える際

には、スイッチ教材を使用できるようにし、発声・発語以外の方

法でも、自分から伝えることができるように工夫を行います。 

また、自分から考えを言葉で周囲に伝えることが少ないため、

他の教師や友達に合図で知らせたり、依頼を伝えられたりするこ

とが必要であると考えます。 

Ｄさんが自ら歩行運動に取り組んだり、他者とやり取りしたり

できる力を高めることは、将来、Ｄさんが周囲の援助を活用して、

自分のやりたいことを実現しようとすることにつながりますね。 

Ｄさんに必要な定期的な歩行運動だけに取り組むのではなく、

コミュニケーションの目標を関連付けた活動内容とすることで、

学習上や生活上の困難の改善・克服につなげることが大切ですね。 

自分から必要な事柄を伝えることができる教師を増やすため

に、学級担任以外の教師に届ける場面も設定します。運んだ道具

を自分から手渡すという目標を、Ｄさんと共有したいと思います。 

Ｄさんは、自分から歩行運動をすることに消極的なため、定期

的に歩行運動に取り組もうとする意欲を高めたいと考えます。 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 
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Ⅱ 実践編 

２ 指導内容等の整理 

 

Ｄさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は27ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
脳 性 ま ひ
（ 下 肢 ま
ひ）がある。 

物事に固執
することが
ある(エレベ
ーターが動
き出す様子
を見たい、エ
レベーター
の相乗りを
嫌う等)。 

特定の教師
との関わり
が中心で、
会話は一方
的になりや
すい。 

車椅子や歩
行器で、目的
の場所まで
一人で移動
することが
できる。 

車椅子で自
走できるた
め、歩行器で
の歩行には
消極的であ
る。 

発声や指差
し、身振り等
で自分の要
求を伝えよ
うとする。 

健康状態は
良好で、生
活のリズム
は確立して
いる。 

母親や学級担
任など慣れた
相手とは会話
することがで
きる。 

慣れない相
手から話し
掛けられた
際、緊張から
応じられな
いことがあ
る。 

教師や大人
から聞いた
話を時間が
経っても記
憶している。 

歩行器を使
う際は、両足
を交互に出
して歩行で
きるが、内反
足が強く両
足伸展時に
交差するこ
とがある。 

音声言語に
よる簡単な
指示を理解
することが
できる。 

 

    
 

    
 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての  

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な 

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作 

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

【人(1)、身(4)(5)、コ(4)(5)】 【人(1)、コ(4)(5)】 【身(4)(5)】 

① 歩行器で特別教室ま

で移動し、教師に頼ま

れた物を取りに行く。

運んだ物を届ける際に

自分から声やスイッチ

教材で伝える。 

② 給食に使う配膳台を

運ぶ役割を理解し、教

室まで運んだ際、自分

から声やスイッチ教材

で伝える。 

③ 目的の場所を理解し

て、歩行器を使い、自

分から移動することが

できる。 

・両足首の拘縮や変形を防ぐために、歩行器による定期的な歩行運動が必要で

ある。 

・慣れた教師とのやり取りが多いことから、慣れていない教師や友達に自分か

ら気持ちを伝える機会を増やしていく必要がある。 

・目的の場所に、自分から歩行器による歩行運動で移動する。 

・いろいろな教師に、必要な事柄を声やスイッチ教材で自分から伝える。 

※赤枠に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

課
題
の
整
理 

実
態
把
握 

 

項
目
の
選
定 

指
導
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容
の
設
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Ⅱ 実践編 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容①に関する指導 

・学級担任や慣れていない教師から、特別教室にある２～

３色のビーンズバッグを運ぶように依頼する。 

・教室から特別教室まで歩行器を使って歩行する。 

・特別教室にある籠から、依頼された色のビーンズバッグ

を自分で選び、教室に戻る。 

・教室に戻った際に、自分から声やスイッチ教材で教師に

合図し、依頼された物を運んできたことを伝えるように

する。（教師は、合図があるまで、振り向かずに待つ。） 

・教師にビーンズバッグを手渡し、依頼した色と合ってい 

 ることを確認する。 

◇ 指導内容②に関する指導 

・自分で、けん引用のロープを持って、給食配膳台まで歩

行器を使って移動するようにする。（支援する教師は、左

右交互に足を出すように言葉掛けをする。） 

・周囲に気をつけて、ゆっくり給食配膳台を運ぶ。（配膳台 

 を運ぶ際は、安全に運べるように必ず教師が見守る。） 

・教室に入室する際、声やスイッチ教材により、給食配膳台

を運んできたことを教師や友達に知らせるようにする。 

 

  

【成果と課題】［○…成果 ▲…課題］ 
(1)児童の変容 

○ 目的が明確な歩行運動を日常的に継続して、達成感が得られるように活動を工夫

したことで、自分から歩行器を使って歩行しようとする意欲が高まった。 

〇 スイッチによる代替手段を使ったコミュニケーションの方法を継続することで、

慣れていない教師と、自分から関わろうとする場面が見られるなど、Ｄさんが関わ

ることができる教師の幅が広がった。 

(2)指導の評価・改善 

▲ 関わる人の幅を広げるため、同年代の友達と関わる場面を増やすようにする。 

【指導のポイント】 
○ 歩行器での歩行の安定のため、シューホーン型ＡＦＯ（靴べら型の短下肢装具）

やオーバーシューズを使用すること。 

〇 歩行や身体状態については、医療機関などの専門機関と定期的に連携し、歩行器

を使った歩行の仕方や足首のほぐし方の助言を参考にすること。 

○ コミュニケーションの代替手段として、スイッチ教材を活用すること。 

〇 報告ができなかった場合でも、その都度指摘せずに、できたことを褒めることで

活動やコミュニケーションに安心感や達成感を味わえるようにすること。 

〇 Ｄさんの意欲を引き出すため、Ｄさんの好きなキャラクターを歩行器やけん引用

のロープに取り付けるなど、教材を工夫すること。 

【給食配膳台を運ぶ様子】 

【ビーンズバッグを取り出す様子】 
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Ⅱ 実践編 

■実践事例５ 【病弱・身体虚弱】中学校・第２学年（Ｅさん） 

 

１ 指導内容を設定するまで 

 

 

自己選択・自己決定力を高め、学校生活の不安を軽減したり、学習方法を工夫した

りする意欲の向上を目指した自立活動の指導 

 

現在も病気の治療中であり、当日の体調や医師の指示による学

習活動の変更、調整が頻繁にあるため、Ｅさんから周囲に自分の

意思を伝えることに消極的となることがあると聞いています。 

病弱・身体虚弱の特別支援学級では、主治医や保護者と連携を

密に取りながら、診断や検査結果、それに基づく医学的所見を把

握することが大切です。 

現在の登校の状況や学習の様子はどうですか。 

主治医からは、病気や治療の影響により感染症に対する抵抗力

が弱くなっているため、Ｅさんの体調や学校での感染症の流行状

況を踏まえて登校するように指示を受けています。 

本人・保護者、主治医から治療の経過などの情報収集を行い、

学校生活で可能なことをＥさんと確認することが大切ですね。 

オンラインを活用した学習は、私と一対一の場面が多いため、

意見を発表し合ったり、友達の学習状況と比較したりすることが

なく、学習に不安を感じている様子が見られます。 

 生活管理が生活や学習に影響を与えていないかを把握するこ

とは重要です。Ｅさんの学習への影響について、保護者はどのよ

うに捉えていますか。 

学級担任 

特セン所員 

Ｅさんは、小学校高学年の際に発病し、入院生活を経て、退院

後の現在も通院・投薬治療を継続しています。 

学校では、登校学習とオンラインを活用した学習を併用してい

ます。体調により授業を受けることが難しいこともありますが、

学習内容を精選しているため、学習の遅れはありません。 

 主治医の指示に基づいた学習内容等の変更・調整を行っている

のですね。現在の学習方法について、Ｅさんはどのように感じて

いますか。 

実態把握 
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Ⅱ 実践編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康の保持だけではなく、学校生活全般に目を向けて、心理的

な安定やコミュニケーションなど、病気の影響による生活や学習

上の困難に関わる項目を選定することが大切です。 

 また、教師から「選択した理由は？」などの質問をし、Ｅさん

が説明する場面を設定することも大切です。 

 主体的に生活管理や、より学習や生活をしやすい環境にしていく

ことが大切であるため、「健康の保持(2)(4)」を中心に、「心理的な安

定(1)」や「コミュニケーション(5)」などの項目を選定しました。 

はい。選択した理由を聞いたり、学級担任以外の先生に伝えた

りする場面を設定し、病気に対する生活管理だけではなく、感じ

ている不安や現在の気持ちを伝える力を高めたいと思います。 

Ｅさんが学校生活を送る上で必要な生活管理や学習活動の制

約に対応するため、自分自身で生活や学習上の困難を把握し、改

善・克服できる力を高めることが課題です。 

病気の自己管理能力や生活における自己選択・自己決定力を高

めることは、自立活動の指導の目標となると考えられます。 

はい。それと生活の中で自己選択や自己決定を行うことで、自

ら様々な学習や運動に参加する経験を積み重ね、学校生活への意

欲を高めてほしいです。 

自分で参加可能な活動を判断できるようになることで、学習や

病気への不安を軽減することができそうですね。 

指導では、Ｅさんが体調や感染状況に応じて、登校して学習を

するか、オンラインを活用した学習にするかを自分で選択できる

ようにする場面を意図的に設定したいと思います。 

 
 生活の管理に関わることを、教師や保護者が一方的に決めるの

ではなく、自分で選択できるようにすることは大切です。 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 
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Ⅱ 実践編 

・学校生活を送る上で必要な生活管理や学習活動の制約等に対応するため、生

徒が自分の学習上又は生活上の困難を把握し、改善・克服するための工夫に

ついて自己選択・自己決定する力を高める必要がある。 

・病気や学習の不安を軽減するため、自ら工夫できるようにする必要がある。 

２ 指導内容等の整理 

 

Ｅさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は31ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
現在、通院と
投薬による治
療中である。 

自分の体調
や学習進度
に不安を感
じている。 

オンライン
を活用した
学習が多く
なると、友
達と関わる
機会が少な
い。 

自分の体調
の変化に気
付いて、周囲
に伝えるこ
とができる。     

運動制限が
あるため、
登校可能な
日のみ徒歩
で通学する
ようにして
いる。 

一対一の授
業が多く、学
級担任との
やり取りが
中心である。 

感染症への抵
抗力が弱い状
態である。 

自分の思い
を 表 さ ず
に、教師の
意向に合わ
せて学習に
取り組むこ
とが多い。 

学習状況に
ついてクラ
スメイトと
比較する機
会が少ない。    

教科担任に
自分から質
問しようと
する意欲が
高い。 

体力が低下し
ており、運動
制限がある。 

 

    

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解 

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての  

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な 

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作 

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

【健康(2)(4)、心(1)(2)】 【健康(2)(4)、心(1)(2)、人(3)】 【健康(2)(4)、心(1)(2)、コ(5)】 

① 体調や感染状況に応

じて登校学習又はオン

ラインを活用した学習

にするかを自分で選択

し、教師に伝える。 

② 自分の体調や学びや

すさに応じて、学習形

態や学習方法を学級担

任と相談して決定す

る。 

③  学習の不安につい

て、教科担任に相談し、

学習方法等の助言を得

る。 

・自分の体調や学校での感染症の流行状況に応じて、学習形態や学習方法を自

己選択・自己決定する。 

※赤枠に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

課
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の
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Ⅱ 実践編 

【指導の記録】［○…成果 ▲…課題］ 

(1) 生徒の変容 

 ○ 生徒自身が、「通常の学級への完全復帰」を目標に定め、毎日、学習形態や学習方

法を話し合う中で、不安が生じた場合は、すぐに学級担任や教科担任に伝え、分か

らないことを質問するなど、意欲的に学習に取り組む様子が見られた。 

(2) 指導の評価・改善 

 ○ 生徒の選択を尊重する中で、保護者や主治医、教職員との連携が一層図られ、感

染症の回避や体力の保持を踏まえた学習活動を安定的に展開できるようになった。 

 ▲ 生徒の治療経過や体力の状況に応じた学習環境を継続できるようにするととも

に、段階的に通常の学級で学ぶ環境に移行できるよう、生徒と関係者間で情報共有

を図り、自立活動の指導内容や必要な配慮を見直していくことが必要である。 

【指導のポイント】 
○ 生徒の自己選択・自己決定を尊重するとともに、どの学習形態や学習時間を選んで

も学習が円滑に進むよう、指導内容の精選や学習方法の工夫に取り組むこと。 

○ 保護者や主治医と生徒の健康状態や学校での感染流行の状況等について密に連絡

することで、生徒が選択できる学習環境の選択肢を見直すようにすること。 

○ 本人と保護者に確認しながら、自立活動の指導において、学習形態や学習方法の選

択を目標に取り組んでいることを他の教職員や友達と共有すること。 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容①に関する指導 

・朝の会及び帰りの会において、学級担任と自分の体 

調や校内の感染状況を確認し、当日又は翌日の学習形

態や学習時間等を自分で選択する。 

・生徒の意見を基に学級担任と話合いを行い、「午前中

を登校学習、午後は家庭でオンラインを活用した学

習」など、１日の学習形態を決定する。 

  ・学級担任は、生徒が選択した理由などを丁寧に聞き取

るようにし、「なぜその学習形態を選んだのか」を分か

りやすく伝える方法を理解できるように指導する。 

 

◇ 指導内容③に関する指導 

 ・登校学習の際、生徒が教科担任と学習進度や学習方 

法について話し合う。 

 ・教科担任との話合いでの質問内容は、自分で考えるよ

うに伝え、話合い後の学級担任との振り返りで、次回

の教科担任との話合いに向けた改善点を確認する。 

 ・オンラインを活用した学習の際、各教科等の学習内 

容に応じて、デジタル教科書や思考ツールのアプリの

活用に取り組むなど、生徒が自分の学びやすい学習方

法に気付き、自ら工夫できるように指導する。 

 

     

【各教科におけるＩＣＴ機器の活用】 

【オンラインを活用した学習の様子】 
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Ⅱ 実践編 

 

■実践事例６ 【言語障がい】中学校・第１学年（Ｆさん） 

 

１ 指導内容を設定するまで 

 

 

難発の吃音があり、話すことに自信を喪失している生徒に対し、楽に話す経験を重ねる

ことを通して自分の吃音を受け入れ、自信を持って話すことを目指した自立活動の指導 

 

実際の生活の中で、本人が失敗したと感じたり、困ったりした

経験はありますか。 

話の始めに声や語音が非常に出にくい状態になる難発（語頭音の

阻止）です。慣れない人との挨拶や人前で話すような場面など、注

目を浴びたり緊張を伴ったりする場面が特に苦手のようです。 

なるほど、心理的な安定や人間関係の形成、コミュニケーショ

ンの区分から実態を整理できそうですね。 

Ｆさんは、友達と仲良く活動することができる反面、吃音に悩

んでおり、人前で話すことに対して強い不安を感じています。 

生徒のよさを把握していますね。吃音の状態や苦手とする場面

は把握していますか。 

Ｆさんは、自分の吃音を受け止められていますか。 

自分の話し方を恥じ、隠そうとしたり、回避しようとしたりし

ているため、受け止められていないのではないかと感じていま

す。自信を無くし、やりたいことを諦めてしまわないか心配です。 

 例えば通学時、バスの運転手に挨拶するときに吃音が出てしま

い、後ろの人たちを待たせたことをいつも気にしており、引け目

を感じています。 

実際の生活場面での観察による情報ですね。どのような環境で、

障がいの状態を把握されましたか。 

 生徒が慣れている場所での何気ないやり取りや関わりを通して、言

葉の理解と表出、コミュニケーションに関する実態を把握しました。 

特セン所員 

学級担任 

実態把握 
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Ⅱ 実践編 

 

 

  

 

 失敗したり困ったりした経験から、自信をなくしています。 

また吃音が出てしまうのではないかという不安感や恐怖感か

ら、発言や行動が消極的になっていることが課題と言えます。 

はい、吃音の理解を深めることで自身の吃音を受容し、自分ら

しく生きていくことができるようになってほしいです。 

 なるほど、吃音について正しく理解するとともに、自信を持た

せる指導が必要になりますね。 

 

 
 Ｆさんの指導目標を達成するためには、６区分27項目の中から

どの項目を関連付けるとよいでしょうか。 

自分の特性などを理解し、集団の中で状況に応じた行動ができ

るようになることが大切であるため、「人間関係の形成(3)」や「心

理的な安定(2)」の項目等と関連付けて指導内容を設定します。 

 

言葉の話しやすさは、本人の気持ちや周囲の接し方によって変

わりますから、受容的で温かな雰囲気の中で「楽に話せた」と実

感できる経験を重ねていくことが大切だと考えています。 

なるほど。話すこと自体に意識が集中しないよう自然なやり取

りや関わりの中に、指導したい言葉を意図的に取り入れることが

ポイントなのですね。 

 

また、Ｆさん自身が吃音のことを理解することは、自己理解を

深めたり、対処するための方策を検討したりすることにつながる

ため、実態に応じた吃音理解の学習にも取り組みます。 

 

そうですね、吃音について客観的かつ前向きに捉えられること

は大切なことですね。 

 

そのために、教師と楽しく取り組む活動の中に、意図的に苦手な

発音や必要と想定される言葉を言う場面を設定したいと思います。 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 
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Ⅱ 実践編 

 

２ 指導内容等の整理 

 

Ｆさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は35ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
健康状態は良
好で、生活の
リズムは確立
している。 

学校では安
定している
が家庭では
かんしゃく
を起こすこ
とがある。 

初めての人と
関係を作るた
めには時間を
要する。 

 話をしよう
とする時に、
過度に体に
力を入れる
ことがある。 

話すことを
避けがちで、
意欲が低下
している。 

吃音に関す
る知識が少
ない。 

人に迷惑を
掛けたくな
いという思
いが強い。 

難発の吃音
が出てしま
うことがあ
り、時期によ
る吃音の波
が大きい。 

吃音が出て
失敗するこ
とを過度に
気にして、引
きずってし
まう。 

友達と仲良
く活動する
ことができ
る。 

 

    
 

    
 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての  

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な 

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作 

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

【健(４)、心(2)、人(3)】 【心(3)、コ(2)(4)(5)】 【心(2)、人(3)】 

① 吃音について正しい

知識を身に付け、自身

の吃音を肯定的に受け

止めて、前向きな自己

認識を形成する。 

② 様々な話し方や読み

方を身に付け、楽しい

雰囲気の中で楽に話す

体験を積む。 

 

③ 結果よりも過程に価

値を持てるようにする

ことで、声が詰まること

を気にせずに、自分の伝

えたいことを最後まで

話す。 

・吃音を悪いことであると捉える傾向があり、人前で話すことを嫌がるような

様子が見られる。楽に話すことができた体験を積むとともに、吃音について

理解を深めることで消極的な姿勢を改善し、吃音が出ても気にせずに話すこ

とができるようにする必要がある。 

・楽に話す体験を重ねながら、吃音を気にせずに話す。 

・自分の吃音について理解を深める。 

※赤枠に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

課
題
の
整
理 

情
報
収
集 

実
態
把
握 

 

項
目
の
選
定 

指
導
内
容
の
設
定 
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Ⅱ 実践編 

 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容②に関する指導 

・言葉を使ってやり取りを楽しむゲームに取り組み、苦手な発音や言いにくい言葉を

楽に話す経験を積むことで、吃音を気にせずに話すことができるようにする指導。 

○ 「ナンジャモンジャ」を活用した自立活動の指導例 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指導の流れ 

(1) カードをめくる順番を決める。 

(2) ルールに沿ってゲームを実施する。 

 

 

【指導のポイント】 

○ 吃音が出たとしても教師は態度や関わり方を変えずに指導することで、Ｆさんが

吃音が出ることを気にしないで話そうとする気持ちを育むこと。 

○ 話す自信や意欲を向上させるために、感じたことやうまくいったことなどを生徒

本人の言葉で振り返ること。 

○ 生徒が主体的にコミュニケーションを展開するために、好きなことや得意なこと

を取り入れ、達成感を味わえるように配慮すること。 

○ 滑らかに話せることが良いこと、吃音が出ることが悪いことという意識を軽減さ

せるために、吃音についての理解を深めること。 

【指導の記録】［○…成果 ▲…課題］ 
(1) 生徒の変容 

○ 苦手な言葉を楽に話すことができた成功体験を積むことにより、話すことへの意

欲が向上し、吃音が出ても気にせず話す様子が見られるようになった。 

○ 話し方よりも話す内容が大切だと考えるようになり、自分からほかの人に話し掛ける

など、積極的な行動が増えてきた。 

(2) 指導の評価・改善 

○ 吃音について正しい知識を得られるように指導を行ったことで、自分の障がいの

状態について客観的に捉えることができるようになり、吃音の受容につながった。 

▲ 苦手な場面での緊張を解消するための語音練習や、声が詰まってしまったときの

対応方法について、本人の気持ちを確認しながら、検討する必要がある。 

【「ナンジャモンジャ（ミドリ）」株式会社すごろくや】 

「ナンジャモンジャ」の基本的なルール 

・１人ずつ順番に、山札から１枚ずつカードをめくる。 

・現れたのが初めて見るナンジャモンジャだったら、自由な

発想で、ふさわしいと思う名前を付ける。 

・後で同じ絵のナンジャモンジャが出てきたら名前を言えるよ

うに覚えておき、まためくって重ねて…を繰り返す。 

・もし、すでに名前が付けられたナンジャモンジャが現れた

ら、誰かが正しい名前を素早く言う。 

・正しく言えた人が、それまでに重ねられたカード束をもらう。 

 

☆「おはようございます星人」や「ありがとうマン」など、吃音が出やすい単語を意

図的に入れて命名し、遊びながら繰り返し練習する。声を出すことを楽しむ。 

☆吃音が出てつらそうな時には、話しやすい単語を多くすることで負荷を軽減する。 
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Ⅱ 実践編 

■実践事例７ 【自閉症・情緒障がい】小学校・第６学年（Ｇさん） 

 

１ 指導内容を設定するまで 

 

 

集団への参加や提示した活動に応じることが難しい児童に対し、自己理解を促した

り、適切な方法で表現したりすることを目指した自立活動の指導 

 

興味や関心の偏りやこだわりがあるようですね。学習の様子や

対人関係はどうですか。 

ゲームやインターネットに強く興味を持っていて、パソコンを

使った授業には意欲を見せる反面、家庭では夢中になってしまい、

生活のリズムの乱れにもつながっているようです。 

学級担任 

特セン所員 

自己の状況の把握や説明されたことを自分のことと結び付けて

捉えること、周囲とのやり取りなどに課題があるようですね。 

聞かれたことに対して答えることは苦手ですが、自分が思った

ことを自由に話すことは好きです。ただし、一方的に話し続けた

り相手の話を聞くことが難しくなったりすることが多いです。 

物事をうまくできなかったり、自分の思いどおりにならなかっ

たりすると気持ちが不安定になり、周囲の人に不適切な言葉や行

動で訴える様子があります。 

気持ちが乗らない時や自分の意向が通らない場面では、どのよ

うな様子が見られますか。 

学習に対して、以前できたことでも、気持ちが乗らないと取り

組もうとしないことがあります。 

また、書く活動が苦手で避ける傾向があります。 

気持ちが落ち着いてから、その時の気持ちを聞いていますが、

うまく説明できないようです。また、望ましい行動などを言葉で

説明していますが、実際の行動を改善することは難しいです。 

そのような場合、どのように対応しているのですか。 

Ｇさんは、マイペースなところがあり、時間どおりに行動するこ

とが苦手です。 

実態把握 
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Ⅱ 実践編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目の内容を見ると、「心理的な安定(2)」は、変化する状況を

理解して適切に対応するなどの行動の仕方を身に付ける内容だと

分かりました。 

課題や目標に向けた指導をイメージして、区分や項目の内容と

照らし合わせながら、項目を選定していて良いですね。 

Ｇさんは、物事を客観的に認識することが難しいようです。 

そのため、自己理解が十分にできておらず、自分の苦手なこと

や感情をうまく表現することが難しいと考えられます。 

 自分の状況や気持ちを理解して適切な方法で表現することや気

持ちを切り替える方法を身に付け、支援を求めたり集団の場に参

加したりできるようになってほしいと考えています。 

行動の背景にある困難さを踏まえた視点から、課題や目標が整

理されていますね。 

Ｇさんが、状況に応じた対応ができるようにするために、まず

は、自分のよさや困難さに気付くということですね。 

振り返りシートを活用して、私と話しながら日常生活場面や学

習場面で取り組めたことに加え、その時の自分の気持ちを振り返

るようにしたいと考えています。 

自分の行動や気持ちを、言葉だけで表すことは難しいので、数

値化した指標から当てはまるものを選び、私とのやり取りを通し

て、伝えることができるようにしたいと考えています。 

Ｇさんが自分の気持ちを表現したり、気付いたりできるように

手立てを工夫していますね。困ったときに先生や友達に支援を求

めることにもつながりそうですね。 

また、「人間関係の形成(3)」は、自分の得意なことや不得意なこ

と、自分の行動の特徴などを理解する内容だと分かったので、こ

れらの項目の内容を基に指導内容を検討しようと思います。 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 
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Ⅱ 実践編 

２ 指導内容等の整理 

 

Ｇさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は39ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
興味のある活
動への過度な
集中から、生
活リズムが乱
れやすい。 

他者に自分
の気持ちを
適切な方法
で伝えられ
ず、暴言や暴
力などの不
適切な関わ
り方をして
しまう。 

衝動を抑え
ることや自
分の状態の
把握が難し
く、同じ失敗
を繰り返し
てしまうこ
とがある。 

周囲の状況
を理解でき
るが、求めら
れたことに
応じたり、経
験を生かし
て対応した
りすること
が苦手であ
る。 

書字の動作
にぎこちな
さがあり、両
手を協調さ
せた動きの
苦手さが見
られる。 

興味や内容
の偏りはあ
るが、話すこ
とは好きで
ある。 

運動は好き
で、誘いに応
じて参加でき
る。 

相手の意図
を理解した
り、自分の考
えを言葉で
正しく伝え
たりするこ
とは苦手で
ある。 

書字に比べ、
マウスの操
作やキーボ
ードでの入
力は得意で
ある。 

教師や学級
の友達と関
わることが
できる。 

 

    
 

    
 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての  

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な 

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作 

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

【心(2)、人(3)】 【心(1)、人(1)(3)、コ(2)】 【心(2)、人(2)、コ(2)(5)】 

① 生活場面や学習活動

において、取り組んだ

ことを振り返り、自己

の状態や対応の方法を

理解できるようにする。 

② 活動の始めの場面や自

己の振り返りなどで、教

師が児童の気持ちや意思

を可視化し、自分の気持

ちを適切な方法で表すこ

とができるようにする。 

③ 学習等の見通しにつ

いて、活動の時間や量

の目途を確認したり、

取組に対する意思を

伝えたりできるよう

にする。 

・自己や周囲の状況を客観的に捉え、経験を生かして対応することが難しいため、学習

活動に取り組めなかったり、周囲の人に不適切に関わったりする様子が見られる。 

・自分や他者の気持ち、周囲の状況を把握できるようにするとともに、適切な

方法での表現や行動ができるようになる必要がある。 

・学習等に取り組んでいるときの自分の気持ちや感じ方を把握する。 

・自分の意思や心情を適切に表現する。 

課
題
の
整
理 

情
報
収
集 

実
態
把
握 

※赤枠に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

 

項
目
の
選
定 

指
導
内
容
の
設
定 
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Ⅱ 実践編 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容①に関する指導 

「気持ちの５段階表」の作成と修正 

・「１」を落ち着いた状態の基準とし、各段階の気持ちや行 

動とどのように対応するとよいかを、児童と相談して決めた。  

・児童が、数値と状況や行動を結び付けられるよう、教師が

具体例を説明するとともに、振り返りを通して修正した。 

 「気持ちの５段階表」を活用した振り返り 

・イライラして取り組めなかったことや、休憩することによ

り気持ちを切り替えて取り組めたことなど、具体的な活動

場面を基に、その時の気持ちや行動の状態、対応の状況を

５段階に当てはめて振り返るようにした。 

◇ 指導内容②に関する指導 

「今週のがんばり表」を活用した振り返り 

・１日を振り返る場面を短時間で設定した。 

・頑張って取り組めたことは「◎」や「○」など、

児童が記号を記入し、対話を通して引き出した児

童の言葉や気持ちを教師が記入するようにした。 

・「△」を付けたことについて、「気持ちの５段階表」

を使って具体的に振り返るようにした。 

 

 

 

  

 児童が自分の取組を振り返り、表現できるよう、 

記号を用いたり対話をしたりする工夫が良いですね。 

 児童が自分の思いを言語化できるよう、【感じ方 

チェック】を使って、感情などを数値化して表現さ 

せながら、教師が理由を聞き取ることも有効です。 

【指導のポイント】 
○ 行動や気持ちについて、言語化することの困難さを踏まえ、数値化した指標（気持

ちの５段階表）を児童と話し合って定め、児童が表現しやすくすること。 

○ 生活や学習場面について、振り返る視点を項目に位置付け、「◎、○、△」などの

記号を用いて教師と対話をしながら振り返り、自分のよさに目を向けながら、自分の

取組の状態や行動等に気付くことができるようにすること。 

【指導の記録】［○…成果 ▲…課題］ 
(1) 児童の変容 
○ 児童が、「あの時は『３』だったけれど、先生に声を掛けてもらって少し休憩した

ら、その後取り組めた。」など自分の状態に気付き、うまく対応できたことを振り返

ることができた。 

(2) 指導の評価・改善 

▲ 自己理解を深め、自分の気持ちを相手に適切に伝える手段を身に付けられるよう

にするため、「気持ちの５段階表」と「感じ方チェック」を組み合わせて活用するな

ど、更なる指導の充実を図る必要がある。 

【気持ちの５段階表】 

【今週のがんばり表】 

【感じ方チェック】 特セン所員 
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Ⅱ 実践編 

 

■実践事例８ 【発達障がい】中学校・第１学年（Ｈさん） 

 

１ 指導内容を設定するまで 

 

 

 

困ったときに助けを求めることが苦手で、落ち込みやすい生徒に対し、自分の「強

み」や「弱み」に気付く学習を通して、自己理解を深め、自分に必要な支援を周囲の

人に伝えることを目指した自立活動の指導 

 

Ｈさんは、明るく素直な性格で、課題に対して一生懸命取り組

むことができます。 

 

Ｈさんの良い面に注目して実態把握をしていますね。 

ただ、集団の中では、教師の説明に注意を向けることが難しか

ったり、困ったときに助けを求めたりすることが苦手なため、活

動が停滞してしまう姿が見られます。 

コミュニケーションや環境の把握の区分に関わる実態ですね。 

それでは、言葉の理解や言語による表出はどうですか。 

日常生活での言葉の理解は問題ないのですが、語彙が少ないた

め、自分の気持ちを言葉にすることができず、相手から誤解を受

けてしまったり、不快にさせてしまったりすることがあります。 

言語による表出に課題があるのですね。 

それでは、注意や集中の持続はどうですか。 

注目すべき箇所が分からなくなったり、ほかのことに気を取られた

りすることがあります。そのため、注目すべき箇所を色分けしたり、

指示を段階的に分けて順に示したりするなどの工夫をしています。 

先生が確認しているＨさんの特徴や、特性に合った効果的な学

び方を理解しているかという自己理解の状況が、指導内容を設定

する上でのポイントになりそうですね。 

通級担当 

特セン所員 

実態把握 
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Ⅱ 実践編 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 

そのような場面で、Ｈさんはどうしたらよかったでしょうか。 

 先日、授業中に何をしてよいか分からず、何もしないまま授業

を終えてしまい、非常に落ち込んでいました。徐々に学校生活に

対し、後ろ向きな発言が増えているように感じます。 

 内容を聞き漏らしたり、何をするのか分からなかったりしたの

であれば、挙手をして確認したらよいと思います。 

自分の障がいの状態を理解したり、受容したりして、主体的に障が

いによる困難を改善・克服しようとする意欲の向上に関わる「心理的

な安定(3)」を「人間関係の形成(3)」などと関連付けたいと考えます。 

イメージできた指導目標を達成するために、６区分27項目の中から

必要な項目を考えてみましょう。 

後ろ向きな思いを抱きやすいため、自分の「強み」や「弱み」

を意識し、自分自身を肯定的に受け入れることで、学校生活を前

向きに送ってほしいと思います。 

自分を肯定的に受け入れるためには、どうしたらよいでしょうか。 

以前作成した「自己紹介カード」などを手掛かりに考えたり、

弱みの視点を変えると強みになることに気付けるようにしたり

することで、自分の「強み」と「弱み」の理解を深めたいと思います。  

経験を基に振り返ったり、後ろ向きな思いは視点を変えて前向きな言

葉に言い換えたりして、自分のよさに気付けるようにする指導ですね。 

 そのほかに、自信を持って学習に取り組むことができるようにな

るため、事前に必要な支援を依頼したり、使用できる教材やＩＣＴ機

器の使用等の環境調整を求めたりできるとよいですね。 
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Ⅱ 実践編 

 

２ 指導内容等の整理 

 

Ｈさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は43ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
健康状態は

良好で、生

活のリズム

は確立して

いる。 

自信のない

言動が見ら

れ、活動に消

極的である。 

場に応じた

コミュニケ

ーションを

図ることは

苦手である

が、大人や特

定の友達と

関わること

はできる。 

個別の説明

は理解しや

すいが、全体

説明では理

解が難しい。 

姿勢が崩れや

すく長時間の

座位の保持が

難しい。 

自分の気持ち

をうまく言葉

にすることが

難しい。 

失敗すると

落ち込みや

すく、気持ち

の切り替え

に時間が掛

かる。 

 

    

 

    
 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての  

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な 

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作 

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

【心(3)、人(3)、環(4)】 【心(2)、環(5)】 【健(4)、人(1)、コ(3)】 

① 自分の得意なことや

苦手なことなどについ

て振り返り、自己理解

を深めるようにする。 

② 学習場面で、見通しを

持てるようにし、取り組

む課題の内容や量を意

識できるようにする。 

③ 困ったときに周りの

人に援助を求めること

ができるようにする。 

・同級生とコミュニケーションをとることや課題の完遂が難しいため、失敗した

と感じて落ち込むことが多く、学校生活に対して後ろ向きな思いを抱きやすい。

そのため、学級担任に自身の困難さについて相談するとともに、自身に必要な支

援や環境について伝えることができるようにする必要がある。 

・自分の良い面や苦手なことを把握する。 

・学校生活における自身に必要な支援について考える。 

・学習場面において自身に必要な支援を教師に伝える。 

項
目
の
選
定 

指
導
内
容
の
設
定 

課
題
の
整
理 

 

※赤枠に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

実
態
把
握 

情
報
収
集 
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Ⅱ 実践編 

 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容①に関する指導 

 ・「自分の取扱説明書づくり」をテーマに、自分の「強み」や「弱み」などに気を付ける

ようにし、自己理解を深め、学校生活における自分に必要な支援を考える指導。 

 

○ 授業の流れ 

(1) 最近の学校生活に関わる自分の気持ちについて、感情カード

に記載した内容を基に、教師と話し合う。 

(2) 以前作成した「長所や短所等が書いてある自己紹介カード」 

などを手掛かりに記入する。 

(3) 自分の「強み」や「弱み」についてワークシートに記入する。 

 

 

 

 (4) 教師と記載した「強み」と「弱み」について振り返り、学校生活の中で、自分に必

要な支援について記入する。 

 

○ 通級による指導担当者と生徒が在籍する学級の学級担任との情報共有 

  

 

 

 

 

  

 

 

【指導のポイント】 
○ 生徒が自分の強みに気付き、自身を肯定的に受け入れられるようにするため、生徒
の後ろ向きな言葉を教師が前向きな言葉に言い換えたり、掲示してある他の生徒の
自己紹介カードを参考にするよう促したりすること。 

○ 「自分はどのようなときにどのような援助があれば、充実した学校生活を送ること
ができるか」について理解を深めるため、環境調整を行うことにより、積極的に活動
に取り組めた場面を想起できるようにすること。 

【指導の記録】［○…成果 ▲…課題］ 
(1) 生徒の変容 
○ 自分の良い点などを振り返るとともに、教師や他の生徒から価値付けられること
により、自分のよさと苦手さについて自己理解を深め、在籍学級において前向きに
友達と関わろうとする姿が見られるようになった。 

(2) 指導の評価・改善 
〇 在籍する学級の担任や教科担当等と通級による指導の成果及び在籍学級におけ
る実態について、積極的な情報共有を図ったため、通級による指導の成果が在籍学
級で生かされるとともに、より実態に応じた指導の改善につながった。 

▲ 生徒が通級による指導の学習内容に関する意図の理解が不十分であるため、通級
による指導以外の場所で身に付けたことを意識的に活用できるよう、身に付けたこ
との活用方法を学ぶ場面を設定したり、指導内容の意味付け及び本人の願いと指導
内容の関連付けを図ったりする必要がある。 

☆自分の「弱み」を多く記載する傾向があるため、教師との対話を通して、後ろ向きな
発言を前向きな面に言い換えるなど、自分の「強み」を意識できるように促す。 

☆通級による指導の指導内容や生徒が記載したプリントについて、通級による指
導の担当者から学級担任へ、空き時間を活用した口頭及びクラウドを活用して
情報を共有する。 

☆学級担任から、「学級で失敗することが多く、後ろ向きな発言や落ち込むことが
増えてきている。」などの生徒の実態に関する情報を共有する。 

【ワークシートを記入する様子】 
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Ⅱ 実践編 

 

■実践事例９ 【発達障がい】高等学校・第２学年（Ｉさん） 

 

１ 指導内容を設定するまで 

 

 

自己肯定感が低く、計画的に行動することが難しい生徒に対し、自分のよさや適切

な代替手段を考える学習を通して、将来の社会的自立を目指した自立活動の指導 

 

Ｉさんは、指示されたときは理解できますが、時間が経ったり、

別のことをしたりしていると指示を忘れることや、予定の時間に

間に合わないことがあります。 

なるほど。記憶を保持しておくことに苦手さがあるのですね。

何か記憶の保持の苦手さを補う方法はありますか。 

最近、大事なことは、自分からスマートフォンのリマインダー

に入力したり、ボイスメモに録音したりしています。 

Ｉさんは、自ら気付いて実感できるような学習をすることによ

り、自分なりに記憶の保持の苦手さへの対策等を考え実行するこ

とができそうですね。 

また、Ｉさんは読み書きも苦手なので、通級による指導の中で、

タブレット端末で文字を入力したり、音声読み上げアプリを使用し

て文章を理解したりする学習を積み重ねています。 

代替手段を用いて自身の苦手さを補っているのですね。 

在籍している学級でもタブレット端末は活用しているので

すか。 

 はい。個別の指導計画を基に、通級による指導の成果を共有するこ

とで、学級担任や教科担任と連携しながら、少しずつタブレット端末

を活用できる場面を広げているところです。 

通級担当 

特セン所員 

卒業後の社会生活の充実につながる取組ですね。 

実態把握 
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Ⅱ 実践編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の特徴などを理解し、集団の中で状況に応じた行動ができるよ

うになることに関する「人間関係の形成(3)」を中心に、「心理的な安

定(3)」などの項目と関連付けて指導内容を設定したいと考えます。 

 Ｉさんはアルバイトに興味があるため、実際に求人情報を見なが

ら自分にできそうな仕事を探したり、難しそうな場合はどのような

工夫をしたらできるかを考えたりする指導を検討しています。 

 身近な生活と関連した指導内容は、Ｉさんにとってイメージを

持ちやすいため、主体的な学習につながり、自分の特徴とアルバ

イト内容の比較検討を通して、自己理解が深まりそうですね。 

Ｉさんは、課題や取組をやり切る経験が少なく、成功体験が乏

しいことから、自尊感情や自己肯定感が低くなり、自分には無理

だと諦めてしまうことが多いことが課題だと感じています。 

それは、自立活動の目標に当てはまりますね。 

そうですね。その中で、自身の困難さに気付いて、いろいろな

方法を試しながら、卒業後の社会的自立を見据えた自分なりの対

策を見付けてほしいです。 

自分一人で成し遂げる経験や、先生や友達から認められる経験

を少しずつ積み重ねることが大切ですね。 

イメージできた指導目標を達成するために、６区分27項目の中から

必要な項目を考えてみましょう。 

課題の整理 目標の設定 

項目の選定 

指導内容の設定 
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Ⅱ 実践編 

 

２ 指導内容等の整理 

 

Iさんの障がいの状態や長所、課題等について情報収集（詳細は47ページ） 

 

自
立
活
動
の
区
分
に
即
し
た
整
理 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
体力がなく疲
れやすいた
め、徒歩で通
学するなど体
力の向上を図
っている。 

課題や取組
をやり切っ
た経験が少
ない等、成功
体験が乏し
いことから、
自己肯定感
が低く、自分
には無理だ
と諦めてし
まうことが
多い。 

大人とのや
り取りが中
心で、生徒同
士のやり取
りが少ない。 

時間の確認
を忘れてし
まうことが
多く、予定の
時間に遅れ
てしまうこ
とがある。 

運動機能に
課題は見ら
れないが、滑
らかな動作
が難しく、ぎ
こちなさや
不器用さが
見られる。 

理解してい
ないと思わ
れる言葉が
多く見られ
るが、分から
ないときは
周囲に質問
することが
できる。 

スマートフ
ォンのリマ
インダー機
能などを活
用し、大事な
ことを確認
できるよう
にしている。 

 

    

    
 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 
(1) 生活のリズムや生

活習慣の形成 

(2) 病気の状態の理解

と生活管理 

(3) 身体各部の状態の

理解と養護 

(4) 障害の特性の理解

と生活環境の調整 

(5) 健康状態の維持・ 

   改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解と変化 

への対応 

(3) 障害による学習上 

又は生活上の困難を 

改善・克服する意欲 

(1) 他者とのかかわり 

の基礎 

(2) 他者の意図や感情 

の理解 

(3) 自己の理解と行動 

の調整 

(4) 集団への参加の基礎 

(1) 保有する感覚の活用  

(2) 感覚や認知の特性 

についての理解と対応 

(3) 感覚の補助及び代 

行手段の活用 

(4) 感覚を総合的に活用した  

  周囲の状況についての  

  把握と状況に応じた行動   

(5) 認知や行動の手掛 

かりとなる概念の形成 

(1) 姿勢と運動・動作の 

基本的技能 

(2) 姿勢保持と運動・動 

作の補助的手段の活用 

(3) 日常生活に必要な

基本動作 

(4) 身体の移動能力 

(5) 作業に必要な動作

と円滑な遂行 

(1) コミュニケーショ 

ンの基礎的能力 

(2) 言語の受容と表出 

(3) 言語の形成と活用 

(4) コミュニケーショ 

ン手段の選択と活用 

(5) 状況に応じたコミ 

ュニケーション 

 

【健(4)、心(2)(3)、人(3)、環(4)】 【人(4)、環(5)】 【環(4)、コ(5)】 

① アルバイトの求人情

報を参考に、自分にでき

そうな仕事や、難しそう

な仕事について考え、自

己理解を深める。 

② 「教員サポーター」と

して、教科担任から依頼

される内容等を確認し、

学習内容に見通しを持

てるようにする。 

③ 職業体験での仕事

における成果や課題

を振り返り、次回への

方策を考える。 

・課題に対して取り組む前に諦めてしまうため、できそうなことにも挑戦せず

に落ち込むことが多い。 

・安心できる学習環境の中で、自分一人で成し遂げた経験や、他者から認めら

れる経験等を積み重ね、社会的自立に向け、自尊感情や自己肯定感を高めて

いく必要がある。 

・自分の得意なことや苦手なことを把握する。 

・社会的自立に向け、自身のよさを生かし、苦手なことを補うために有効な対策を

考える。 

※赤枠に関する指導については、「３ 指導の実際」を参照 

実
態
把
握 

情
報
収
集 

課
題
の
整
理 

 

項
目
の
選
定 

指
導
内
容
の
設
定 
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Ⅱ 実践編 

 

３ 指導の実際 

◇ 指導内容①に関する指導 
 ・本人の意向の基、学校と保護者の了解を得た上で、「自分にできそうなアルバイト先

を探す」をテーマに、タブレット端末を使用し、求人誌に載っているアルバイトに
ついて、自分の興味関心に合う点や、自分が取り組む際の難しい点などについて対
策を考えるための指導。 

○ 授業の流れ 
(1) 前時の振り返りとともに、アルバイトをすることの意義について確認する。 
(2) インターネットでアルバイトの求人情報を検索し、仕事内
容、勤務場所及び時間を調べる。 

(3) 自分が継続して働くことが可能な条件なのか教師と相談す
る際、ＩＣＴ機器を活用し、前回応募画面に入力した内容を
確認したり、他の求人情報と比較したりしながら考える。 

 
 

 

④ タブレット端末を使って、求人情報サイトの応募画面の入力練習及び履歴書を作
成する。 

 
 

   

 

 

【指導のポイント】 
〇 自分事として自立活動に主体的に取り組むことができるようにするため、学習内
容がイメージしやすい身近な題材を設定すること。 

〇 自分の苦手さを補うためにＩＣＴ機器の活用が効果的であることが実感できるよう、
一般的かつ日常的に使用できるアプリを使用すること。 

○ 自分の考えや意見を言葉で表現できるようにするため、本人の言葉や気持ちを受

け止め、肯定的に応答するなどの丁寧なやり取りをすること。 

☆日常の行動パターンを振り返り、将来の社会参加に向けて、

スケジュール管理が重要であることを確認する。 

☆Ｉさんは、志望理由に「人との関わりが苦手なので、レジは無理なため。」と入
力していたが、教師が「一人で黙々と取り組む仕事が得意なため。」など、前向
きな内容に置き換えながら、入力内容を確認する。 

【指導の記録】［○…成果 ▲…課題］ 
(1) 生徒の変容 
○ 「自分にできそうなアルバイト先を探す」といった身近で自分事として考えるこ
とができる学習を通して、「履歴書の作成を通して自分のよさを考える。」、「アルバ
イトを始めるまでに必要な手続きやスケジュールを考え実行する。」、「仕事内容と

自分のできそうなことを比較検討する。」等について学び、社会的自立に向けた自
己理解を深めることができた。 

(2) 指導の評価・改善 
〇 自身の課題を解決するために一般的に使用されているアプリやＩＣＴ機器の効
果的な活用方法を学んだことにより、主体的に課題に取り組もうとする意識の醸成
と自己理解の向上につながった。 

▲ 通級による指導の成果を他教科等の授業にも生かすため、自立活動の学習内容を学校
生活や授業における学習上・生活上の課題に関連させるとともに、通級による指導担当

者とホームルーム担任や教科担任等が積極的に連携を図る必要がある。 

【教師と相談する様子】 
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MEMO 

 

  



北海道立特別支援教育センター 

 

 特別支援学級担任のハンドブック（追補版）【自立活動編】 
 

 Ⅲ 参考資料 
 



Ⅲ 参考資料 

 

自立活動の指導に関する資料等について 

 

自立活動の指導内容及び指導方法等のヒントになる資料や研修用動画を紹介しておりま

すので、二次元コードを読み取って、ぜひ御活用ください。 

 

 

                ◆自立活動の指導の改善・充実のポイント 

                ◆個別の指導・支援充実のポイント 

                ◆教育課程の編成・実施のポイント 

 

 

 

 

 

                ◆子どもの実態から付けたい力と指導内容を考える 

                ◆自閉症のある子どもの自立活動の授業を組み立て 

                 る上での要点 

 

 

 

 

 

                ◆自立活動の指導の基本 

                ◆学習指導要領解説に掲載している内容例 

                ◆小学校・中学校における自立活動の取扱い 

 

 

 

 

「特別支援教育における教育課程に関する総合的研究」 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（令和３年） 

「自閉症のある子どもの自立活動の指導について考えよう！」 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（令和２年） 

 

「自立活動：新学習指導要領編 No４」（研修用動画） 

独立行政法人教職員支援機構（平成 30年） 

 
実態把握から指導目標や指導内

容の設定まで漫画等で分かりやす
く解説されています。 

 

 

流れ図を活用した自立活動の個
別の指導計画の作成システムのポ
イントが示されています。 

 

学習指導要領及び解説における自
立活動について動画で解説されてい
ます。講義資料をダウンロードする
ことも可能です。 
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https://www.nise.go.jp/nc/cabinets/cabinet_files/download/1079/966b8f7b123a927260469aa53f5f7a5b?frame_id=1235
https://www.nise.go.jp/nc/cabinets/cabinet_files/download/1079/a89cfe3fd46491ddf8b4e03e10562022?frame_id=1235
https://www.nits.go.jp/materials/youryou/004.html


Ⅲ 参考資料 

 

 

 

         ◆自立活動は必要なの？   ◆児童生徒にとって必要なの？ 

        ◆自立活動の内容は？    ◆自立活動はいつ指導するの？ 

 

 

 

 

 
                ◆授業づくりシートⅠ 

「自立活動の指導目標及び指導内容を改善するための視点」 
 
                ◆授業づくりシートⅡ 

「肢体不自由のある児童生徒の学習特性に基づいた実態把握の観点」 

 

 

   

 

 

                ◆「自立活動の指導の基本について」 

                ◆「各障がい種における自立活動の指導」 

                ◆特別支援教育全般の研修用動画を多数掲載 

 

 

 

 

 

 

「自立活動を学ぼう！～特別支援学級、通級指導担当者向けリーフレット～」 

北海道立特別支援教育センター（令和４年） 

 

「小・中学校及び特別支援学校における各教科等の指導と自立活動の指導を関連させた授業づくりの充実」 

北海道立特別支援教育センター（令和２年） 

 

「特センライブラリ」（研修用動画） 

北海道立特別支援教育センター 

 

 

肢体不自由教育の経験が浅い教員
が、自立活動の指導の参考にできる
「授業づくりシート」をダウンロー
ドして活用できます。 

 

 

 

各障がい種における自立活動の指
導等について、動画で分かりやすく
解説しています。視聴には、申込フ
ォームへの入力が必要になります。 

 

 

 

特センでは、様々
な情報発信を行って
おりますので、ぜひ
御活用ください。 

 

 

北海道立特別支援教育センターからのお知らせ 

 

 
本道の特別支援学級及び通級による指導を担当す

る先生方が自立活動の基本についての理解を深め、
指導の充実が図られるよう、参考となる資料です。 
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http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=15713
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http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=977
https://www.youtube.com/channel/UC7ohsCTaA7LKcBpMMw4UPIA
https://twitter.com/pref_tokucen
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=498
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教 特 第 1 3 2 3 号 

令和５年（2023年）２月７日 

各 教 育 局 長  

各市町村教育委員会教育長 様 

（各市町村立小・中学校等校長）  

  北海道教育庁学校教育局特別支援教育課長 大 畑 明 美 

  北海道教育庁総務政策局教育政策課長 荒 川 裕 美 

北海道教育庁学校教育局義務教育課長 新 居 雅 人 

  「特別支援学級における適切な教育課程の編成に関する資料～児童生徒一人 

一人の学びの充実に向けて～」について（通知） 

 この度、別添のとおり、特別支援学級における教育課程の編成に関する資料を作成しま

したので送付します。 

 つきましては、各市町村教育委員会及び各学校においては、本資料及び巻末の参考資料

を参照の上、児童生徒一人一人の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた指

導の充実に取り組んでいただくようお願いします。 

（特別支援教育課特別支援教育指導係） 

（総務政策局教育政策課定数政策係） 

（義 務 教 育 課 義 務 教 育 指 導 係） 
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特別支援学級における 

適切な教育課程の編成に関する資料 

～児童生徒一人一人の学びの充実に向けて～ 

令和５年（2023年）２月 

北海道教育委員会 
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１ はじめに 

１ 特別支援学級について 

特別支援学級については、小学校（中学校）学習指導要領及び解説において、次のとお

り示されています。 

(1) 特別支援学級とは

 特別支援学級は、学校教育法第81条第２項の規定による、知的障害者、肢体不

自由者、身体虚弱者、弱視者、難聴者、その他障害のある者で、特別支援学級にお

いて教育を行うことが適当なものである児童生徒を対象とする学級であるととも

に、小学校（中学校）の学級の一つであり、学校教育法に定める小学校（中学校）

の目的及び目標を達成するものでなければならない。 

(2) 特別支援学級における特別の教育課程について

・ 障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため、特別支援学校

小学部・中学部学習指導要領第７章に示す自立活動を取り入れること。 

・ 児童（生徒）の障害の程度や学級の実態等を考慮の上、各教科の目標や内容を

下学年の教科の目標や内容に替えたり、各教科を、知的障害者である児童（生

徒）に対する教育を行う特別支援学校の各教科に替えたりするなどして、実態

に応じた教育課程を編成すること。 

【参考】 通級による指導について 

 通級による指導については、小学校（中学校）学習指導要領及び解説において、次のとお

り示されています。 

(1) 通級による指導とは

 通級による指導は、小学校（中学校）の通常の学級に在籍している障害のある児

童（生徒）に対して、各教科等の大部分の授業を通常の学級で行いながら、一部の

授業について当該児童（生徒）の障害に応じた特別の指導を特別の指導の場（通級

指導教室）で行う教育形態である。 

(2) 通級による指導における教育課程について

 障害のある児童（生徒）に対して、通級による指導を行い、特別の教育課程を編

成する場合には、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第７章に示す自立活

動の内容を参考とし、具体的な目標や内容を定め、指導を行うものとする。その

際、効果的な指導が行われるよう、各教科等と通級による指導との関連を図るな

ど、教師間の連携に努めるものとする。 

（参考資料） 

・文部科学省 小学校（中学校）学習指導要領（平成29年告示）解説総則編（平成29年７月）
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２ 自立活動の指導について 

 自立活動の指導は、個々の児童生徒が自立を目指し、障がいによる学習上又は生活上の困

難を主体的に改善・克服しようとする取組を促す教育活動であり、個々の児童生徒の障がい

の状態や特性及び心身の発達等に即して指導を行うものです。 

 そのため、特別支援学級において特別の教育課程を編成しているにもかかわらず自立活

動の時間が設けられていない場合は、自立活動の時数を確保するべく、教育課程の再編成を

検討する必要があります。 

 自立活動の指導に当たっては、児童生徒一人一人の実態を的確に把握して個別の指導計

画を作成し、それに基づいて指導を展開する必要があります。 

 なお、学校教育法施行規則第130条第２項に基づいて、各教科、道徳科、外国語活動、特

別活動及び自立活動の全部又は一部について、合わせて指導を行うことができます。 

自立活動の指導に当たっては、次の項目を確認する必要があります。 

CHECK 確認項目 

特別支援学級において実施する特別の教育課程おいて、自立活動の時間にお

ける指導を行っているか 

自立活動の指導は、自立活動の時間はもとより、学校の教育活動全体を通じ

て適切に行っているか 

自立活動の時間に充てる授業時数を、個々の児童生徒の障がいの状態等に応

じて適切に設定しているか 

児童生徒一人一人に個別の指導計画を作成し、それに基づいた指導を展開し

ているか 

【参考：道内の特別支援学級の状況】 

自立活動を教育課程に位置付け指導している児童生徒の割合 

小学校 中学校 

時間割に自立活動の時間を設定している 82.5% 81.4% 

時間割に自立活動の時間を設定するとともに、各教科

等を合わせた指導の中で自立活動の指導を行っている 
16.4% 15.7% 

時間割に自立活動の時間を設定していないが、各教科

等を合わせた指導の中で自立活動の指導を行っている 
0.4% 1.5% 

時間割に自立活動の時間を設定していない 0.7% 1.4% 

     令和４年度（2022年度）特別支援教育実態調査：改善が必要 

78



３-１ 交流及び共同学習について

 交流及び共同学習を実施するに当たっては、特別支援学級に在籍している児童生徒が、通

常の学級で各教科等の授業内容が分かり学習活動に参加している実感・達成感をもちなが

ら、充実した時間を過ごしていることが重要です。 

 また、特別支援学級の担任には、通常の学級の担任や教科担任と、在籍児童生徒に関わる

情報交換を密に行い、交流及び共同学習の目標を共有し、双方にとっての教育効果を明らか

にした上で各教科等の年間指導計画に位置付け、年間を通じて計画的に実施することが求

められています。 

 交流及び共同学習の実施に当たっては、特別支援学級に在籍する児童生徒に対する指導

や支援の内容や方法、指導体制、評価方法等について、個別の指導計画に明記し共通理解を

図る必要があります。 

交流及び共同学習を実施する際には、次の項目を確認する必要があります。 

CHECK 確認項目 

指導や支援の内容や方法、指導体制、評価方法等について、特別支援学級と

通常の学級の担任間で打ち合わせ、個別の指導計画に明記するとともに、校内

全体で共通理解を図って取り組んでいるか 

「交流」の側面のみに重点が置かれ、特別支援学級に在籍する児童生徒の個

別の指導計画に基づく指導目標の達成が十分ではない状況になっていないか 

交流及び共同学習において、通常の学級の担任のみに指導が委ねられ、必要

な体制が整えられていないことにより、通常の学級及び特別支援学級の児童生

徒双方にとって十分な学びが得られていない状況になっていないか 

【参考：道内の特別支援学級の状況】 

  交流及び共同学習を個別の指導計画に位置付け指導を受けている児童生徒の割合 

位置付け有 位置付け無 交流未実施 

小学校 97.9% 2.1% 2.0% 

中学校 97.5% 2.5% 10.2% 

  交流及び共同学習に、担当する教員が付き添わないで授業を受けている児童生徒の割合 

 

73.5%

67.0%

13.7%

11.6%

4.8%

5.4%

8.0%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

0-25 26-50 51-75 76-100

：改善が必要 

令和４年度（2022年度）特別支援教育実態調査 
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３-２ 交流及び共同学習について

特別支援学級では、在籍する児童生徒一人一人の実態に応じて作成した個別の指導計画
を踏まえた特別の教育課程を編成し、障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じ
た授業を行っています。 
 そのため、特別支援学級に在籍している児童生徒が、週の授業時数の半分以上を交流及び
共同学習として通常の学級で学んでいる場合には、特別支援学級で学ぶことが適当である
か判断し、「通常の学級」への学びの場の変更について検討する必要がありますが、次年度
に特別支援学級から通常の学級への学びの場の変更を検討している児童生徒について、段
階的に交流及び共同学習の時数を増やしている等、当該児童生徒にとっての教育上の必要
性がある場合においては、この限りではありません。 
 なお、学びの場の変更については、校内委員会や教育支援委員会において検討したり、保
護者や当該児童生徒と合意形成を図ったりするなど、必要な手続きを踏まえる必要がある
ことから、学期や年度替わりなどの時期を見通して行うことが大切です。 

交流及び共同学習を実施する際には、次の項目を確認する必要があります。 

CHECK 確認項目 

特別支援学級に在籍する児童生徒について、個々の児童生徒の状況を踏ま

えずに、特別支援学級では自立活動に加えて算数（数学）や国語といった教科

のみを学び、それ以外は交流及び共同学習として通常の学級で学ぶといった、

機械的かつ画一的な教育課程を編成していないか 

全体的な知的発達に遅れがあるはずの知的障がいの特別支援学級に在籍す

る児童生徒に対し、多くの教科について交流及び共同学習中心の授業が行わ

れていないか 

学期末などの時期に、当該児童生徒の現在の発達の程度、適応の状況、交流

及び共同学習の状況等について、個別の指導計画及び個別の教育支援計画に

おいて適切に評価し、教育課程の改善を図っているか 

通常の学級へ学びの場の変更を検討している場合には、例えば交流及び共
同学習の時数を段階的に増やしたり（週の授業時数の半分程度）、通級による
指導を活用したりするなど、当該児童生徒が円滑に学びの場を変更できるよ
う教育課程を編成しているか 

【参考：道内の特別支援学級の状況】 

  週の授業時数当たりの交流及び共同学習の実施率 

令和４年度（2022年度）特別支援教育実態調査 
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中学校
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80



４ 参考資料 

・ 「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について（通知）」（令和４年４月27日文部科学

省初等中等教育局長通知）

（https://www.mext.go.jp/content/20220428-mxt_tokubetu01-100002908_1.pdf）

・ 文部科学省「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について（通知）Ｑ＆Ａ」

（https://www.mext.go.jp/content/20221102-mxt_tokubetu02-100002908_1.pdf）

・ 文部科学省「障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた

学びの充実に向けて～」（令和３年６月）

（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00001.htm）

・ 文部科学省「発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイドライン

～発達障害等の可能性の段階から、教育的ニーズに気付き、支え、つなぐために～」（平成29年

３月）

（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/1383809.htm）

・ 特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年

３月）

・ 小学校（中学校）学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編（平成29年７月）

・ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課「特別支援教育教育課程編成の手引」

（http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/）

・ 道立特別支援教育センター「特別支援学級担任のハンドブック（新訂版）」（令和４年３月）

（http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=909）

特別支援学級における適切な教育課程の編成に関する資料 

～児童生徒一人一人の学びの充実に向けて～ 

令和５年（2023年）２月発行 

編集・発行  北海道教育庁学校教育局特別支援教育課 
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本ハンドブックの作成に当たり、以下の研究協力校・協力者に御協力をいただきながら

まとめることができました。心からお礼申し上げます。 

 

１ 視覚障がい 

     富 良 野 市 立 東 小 学 校  教諭  川 上 幸 代 

２ 聴覚障がい 

     苫 小 牧 市 立 澄 川 小 学 校  教諭  児 島 久美子 

３ 知的障がい 

     石 狩 市 立 双 葉 小 学 校  教諭  山 口 三枝子 

４ 肢体不自由 

     千 歳 市 立 北 陽 小 学 校  教諭  渡 辺 晃 美 

５ 病弱・身体虚弱 

     江別市立江別第一中学校  教諭  田 中 摩 美 

６ 言語障がい 

     白 老 町 立 白 老 小 学 校  教諭  小 間 啓 史 

７ 自閉症・情緒障がい 

     帯 広 市 立 柏 小 学 校  教諭  林   繁 晴 

８ 発達障がい 

     石 狩 市 立 花 川 中 学 校  教諭  浅 野 ほたる 

北海道札幌琴似工業高等学校  教諭  渡 邊 典 代  

 

 

2 

 
・ 文部科学省（2017.7）「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編」 

・ 文部科学省（2017.7）「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編」 

・ 文部科学省（2017.4）「特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領」 

・ 文部科学省（2018.3）「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・中学部）」 

・ 文部科学省（2018.3）「特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）」 

・ 文部科学省（2018.3）「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）」 

・ 文部科学省（2021.3）「教育現場におけるオンライン教育の活用」 

・ 文部科学省（2021.6）「障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～」  

・ 文部科学省（2022.4）「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について（通知）」 

・ 文部科学省（2022.11）「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について（通知）Ｑ＆Ａ」 

・ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課（2021.11）「令和３年度 特別支援教育教育課程編成の手引」 

・ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課（2023.2）「特別支援学級における適切な教育課程の編成に関する資料～児童生徒一人一人の学びの充実に向けて～」  

・ 北海道立特別支援教育センター（2010.3）「研究紀要第23号『自閉症・情緒障害特別支援学級における自立活動の指導に関する研究』」 

・ 北海道立特別支援教育センター（2022.3）「特別支援学級担任のハンドブック（新訂版）」 

研究協力校・協力者 

引用・参考文献 
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